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理学部長　髙　澤　栄　一

新潟大学理学部の教育目標
　理学は、自然界の構造や仕組みを明らかにする学問です。
新潟大学理学部は、真理を探究する基礎科学の研究を推進す
るとともに、社会から要請される広い応用分野に基礎学問領
域から貢献することを目指しています。その実現のために、
科学技術の基盤となる理論と方法の創出を担う人材を育成す
るとともに、現代社会が直面している多様な課題に対して基
礎科学を基盤に対応できる人材を育成し、社会に送り出すこ
とを教育目標としています。

新潟大学理学部の教育体制
　新潟大学理学部は、入学から２年次前半まで数学と理科を
中心に幅広い素養を身につけ、これを進路選択に活かせるよ
うに１学科制を採用しています。理学の各分野が提供する系
統的・段階的な講義を履修し、理学の共通基盤形成に必要な
演習・実習科目を、複数分野を横断しつつ広く学ぶことで、
理学の基礎知識と方法論を身につけることができます。また、
課題解決力の育成を目的としたアクティブ・ラーニング科目
（理学基礎演習）や社会との連携を重視したインターンシッ
プの履修を通して、各分野の先端的課題はもちろん、今日的
な複合的課題に取り組む力を培うことができます。

新潟大学理学部のキャリア教育と国際交流
　理学の学びは単なる知識の蓄積にとどまらず、それを応用
し、人類や社会に貢献することも重要な目的の一つです。学
生の進路意識の向上を図る広範なキャリア教育によって、理
学部で身につけた科学的思考力や問題解決能力をいかに社会
に還元していくか考える機会を創出しています。また、現代
社会は一層の国際的な協働力と意思疎通力が求められていま
す。理学部では令和４年度から、文部科学省の助成のもと、
大学の世界展開力強化事業を実施しています。インド、オー
ストラリア、スリランカの協定校と、フィールド科学分野に
おけるグローバルコミュニケーション力育成を重視した学
生・研究者の国際交流に取り組んでいます。

未来の科学人材育成事業と総合型選抜
　理学部は、新潟ジュニアドクター育成塾（令和５年度終
了）に引き続いて、令和６年度から中谷財団の支援を受け、
中学生を対象とする「N-Step新潟」と、国立研究開発法人科
学技術振興機構（JST）の助成のもと、高校生を対象とする
「にいがた“知の革新”STELLAプログラム」を実施してい
ます。実践を踏まえた多角的なプログラムを受講し、科学研
究の基盤となる知識や技能を習得し、研究者を目指すことが
できます。また、令和３年度入試から総合型選抜を導入し、
興味、関心、好奇心、感受性を持って探究活動に根気強く取
り組む姿勢を有する学生を積極的に受け入れています。理学
部は、地域での探究活動の萌芽を育てつつ、選抜方式に依ら
ず小中高で探究活動に親しんで入学してくる学生を歓迎する
とともに、入学後の活動の継続を支援していきます。

理学部の沿革
1949年5月

1953年8月

1955年7月
1965年4月

1970年5月

1978年4月
1985年4月

1987年4月

1994年4月

1995年4月

2017年4月

国立学校設置法の公布により、理学部は数学科、
物理学科、化学科、生物学科、地質鉱物学科の5
学科で発足。
理学部附属臨海実験所を佐渡郡金泉村大字達者
（現佐渡市達者）に設置。
理学専攻科を設置。
大学院理学研究科修士課程（数学、物理学、化
学、生物学、地質鉱物学専攻）を設置。これに
伴い理学専攻科を廃止。
新潟市西大畑地区から、新潟市五十嵐地区の新
校舎に移転。
積雪地域災害研究センター設置。
大学院理学研究科物質科学専攻（後期3年博士課
程）設置。
大学院自然科学研究科博士課程（物質科学、生
命システム科学、生産科学および環境科学専攻）
設置、大学院理学研究科物質科学専攻は同研究
科に移行。
自然環境科学科を設置。地質鉱物学科を地質科
学科に改組。
大学院理学研究科、工学研究科および農学研究
科が自然科学研究科前期課程に再編成され、自
然科学研究科が前期2年の課程および後期3年の
課程に区分する博士課程となる。
6学科（数学科、物理学科、化学科、生物学科、
地質科学科、自然環境科学科）を廃止し、1学科
（理学科）として7プログラム（数学、物理学、
化学、生物学、地質科学、自然環境科学、フィ
ールド科学人材育成）を設置。
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理学部の授業科目の構成の概要

自然系共通専門基礎科目

学位プログラムの選択などについてのQ & A

１.　幅広い好奇心を伸ばす理学部共通教育 ２.　２通りの学修方法で大きく広がる可能性
２年生前半終了時までの共通教育では、好奇心を大きく伸ばし、
また、希望する専門を目指して基礎を築きます。講義室から飛
び出して科学する力を養うアクティブ･ラーニング型の授業な
どを導入しています。 

学位プログラムでは、その分野での専門的な課題解決力の育成
を目指す「専門力プログラム」と、他分野も合わせて学び融合分
野での活躍を目指す「総合力プログラム」が選べます。

３.　フィールド科学人材育成プログラムの設置 ４.　フロンティア・スタディ・プロジェクト
理学部と農学部が協働して設置しています。佐渡の臨海実験
所や演習林など屋外施設を活用し、フィールドでの実践を重
視する特徴あるプログラムです。

科学者をめざそう！　数学大好き、理科大好き、すぐにでも研究活
動に取り組んでみたい。仲間を集め、ゼミを立ち上げよう。「フロ
ンティア・スタディ・プロジェクト」はそんなキミを支援する制度で
す。入学時に希望するプログラムへの配属優先権が与えられます。
本制度には一般選抜（前期日程）または総合型選抜の出願時に申
請します。（詳細は5ページに記載）

理学部の４つの特徴 ̶分野を横断する理学教育を実現̶

専門力プログラム 総合力プログラム

学位プログラムの学修方法

数学プログラム

物理学プログラム

化学プログラム

生物学プログラム

地質科学プログラム

自然環境科学
プログラム

フィールド科学
人材育成プログラム 理・農学部横断の実践的プログラムを学ぶ

各分野で専門的
な課題解決力を
備えた理系人材
を育成

科学技術の進化
に応じた新しい
融合分野の理系
人材を育成

学位プログラム
の決定自然系共通専門基礎科目

理学部共通ベーシック科目

理学部共通コア科目

フロンティア・スタディ・プロジェクト ●研究志向のフロントランナーを育成

理学部共通教育

6クラス制

●２年後期以後●２年前期
終了時

●２年前期まで

専門分野だけで
なく関連分野の
専門科目を合わ
せて学ぶ

それぞれの専門
の知識と技能を
体系的に学ぶ

●分野を超えて理学を幅広く学
　び、科学の視野を広げる
●コミュニケーション力や柔軟性
　を身につける
●アクティブ・ラーニング型授業「理

学基礎演習」では学生が体験を
通して課題解決の方法を学ぶ

●専門分野でカテゴリー分けしな
　いクラス編成
●複数のクラス相談員によるきめ
　細かい学修指導

●前期日程合格者の中から30名程度

理学部の学位プログラムの選択と学修方法

(50)

(60)

(50)

(30)

(30)

(38)

(12)

（）内の数字は受け入れ学生
数の上限

● ●

●●

大学学習法
大学学習法の科目である理学スタディ・スキルズは、理学部の学生としての共通の素養を身につけるとともに、専門
科目の履修のしかた、学位プログラムの選択のしかたなどをガイドします。

自然系の学問を学ぶためには、数学、統計学、物理学、化学、生物学、地学の基礎を十分に固めておく必要がありま
す。高等学校での学習では不十分であったり、また履修しなかった場合も含めて、理学部の学生として共通に必要な
基礎科目を１年生～２年生の間に体系的に学びます。

共通ベーシック科目
理学部共通ベーシック科目は、理学部学生が持つべき基礎科学の基盤的能力を養成する科目群で、各分野の実習・演
習などがあります。また、アクティブ・ラーニング型授業「理学基礎演習」などを通して現実の多様な課題の解決に
必要となる創造性や柔軟性、およびコミュニケーション能力を養成します。

基礎科学の基幹的専門体系である数学、物理学、化学、生物学、地質科学を専門性形成の中心に据える５つの学位プ
ログラムと、自然環境の諸課題に基礎理学の立場から多角的にアプローチする自然環境科学プログラム、理学部と農
学部が協働してカリキュラムを構成する学部横断型のフィールド科学人材育成プログラムの計７つの学位プログラム
で専門教育を行ないます。

共通コア科目
学位プログラムを体系的に履修するために必要となる専門基礎科目です。

学位プログラム専門科目

４年生になると、専攻した分野のまとめに入ります。プログラムにより、課題研究、ゼミなどの名称で、少人数に分か
れて専門をより深く学びます。これらの卒業研究等を通して、自然科学の見識と応用力を身につけることができます。

卒業研究

数学・統計学
解析学基礎1-2

数学基礎
A1-2, B1-2
統計学基礎1-2

物理学
物理学基礎
AI-II, BI-II
CⅠ-Ⅱ

物理学概論

化学
化学基礎A, B

生物学
生物学基礎A, B

地学
地学基礎
A, B, C

Ｑ１：学位プログラムはいつ決定されるのですか？
Ａ１：希望調査をおこない、２年次１学期終了時に学位プログラムを決定します。なお、学校推薦型選抜合格者は入学時に決定します。
　　　フロンティア・スタディ・プロジェクトに選抜された学生には入学時に希望する学位プログラムへの配属優先権が与えられます。
Ｑ２：学位プログラムはどのように決定されるのですか？
Ａ２：入学後、複数回の希望調査をおこない、それに基づいてアドバイザー教員と相談しながら学位プログラムを決定します。学生の
　　　希望が生かせるように、各プログラムの受け入れ学生数の上限は多めに設定されています（左の図を参照）。
Ｑ３：入学してから、どの学位プログラムに進むかを考えたい。学位プログラムの内容を知る機会はありますか？
Ａ３：入学後、「理学スタディ・スキルズ」では各プログラムの内容の紹介があります。また「理学基礎演習」では各分野の研究や専
　　　門科目の内容を学生が体験します。これらの科目や２年次第１学期終わりまでの授業を通して、学位プログラムを知り、選択す
　　　る十分な時間と機会があります。
Ｑ４：専門力プログラムと総合力プログラムの違いについて教えてください。
Ａ４：専門力プログラムは学位プログラム専門科目を中心に、総合力プログラムは学位プログラム専門科目だけでなく、他の学位プロ
　　　グラム専門科目と共通コア科目を組み合わせて学修を進めるプログラムです。学生は自主的にいずれかを選択し、履修計画をた
　　　てて学修を進めます。
Ｑ５：フィールド科学人材育成プログラムに興味がありますが、理学部に入学してプログラムを選択するのと農学部に入学してプログ
　　　ラムを選択するので違いがあるのでしょうか？
Ａ５：理学部に入学すると、まず理学部の基礎的な科目を学びますし、農学部に入学すると農学共通基礎科目を学びます。そこが大き
　　　な違いです。プログラム選択後は学部によらず同じ専門科目を履修し、卒業研究はどちらの教員の研究室でも行なえます。
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理学部の授業科目の構成の概要

自然系共通専門基礎科目

学位プログラムの選択などについてのQ & A

１.　幅広い好奇心を伸ばす理学部共通教育 ２.　２通りの学修方法で大きく広がる可能性
２年生前半終了時までの共通教育では、好奇心を大きく伸ばし、
また、希望する専門を目指して基礎を築きます。講義室から飛
び出して科学する力を養うアクティブ･ラーニング型の授業な
どを導入しています。 

学位プログラムでは、その分野での専門的な課題解決力の育成
を目指す「専門力プログラム」と、他分野も合わせて学び融合分
野での活躍を目指す「総合力プログラム」が選べます。

３.　フィールド科学人材育成プログラムの設置 ４.　フロンティア・スタディ・プロジェクト
理学部と農学部が協働して設置しています。佐渡の臨海実験
所や演習林など屋外施設を活用し、フィールドでの実践を重
視する特徴あるプログラムです。

科学者をめざそう！　数学大好き、理科大好き、すぐにでも研究活
動に取り組んでみたい。仲間を集め、ゼミを立ち上げよう。「フロ
ンティア・スタディ・プロジェクト」はそんなキミを支援する制度で
す。入学時に希望するプログラムへの配属優先権が与えられます。
本制度には一般選抜（前期日程）または総合型選抜の出願時に申
請します。（詳細は5ページに記載）

理学部の４つの特徴 ̶分野を横断する理学教育を実現̶

専門力プログラム 総合力プログラム

学位プログラムの学修方法

数学プログラム

物理学プログラム

化学プログラム

生物学プログラム

地質科学プログラム

自然環境科学
プログラム

フィールド科学
人材育成プログラム 理・農学部横断の実践的プログラムを学ぶ

各分野で専門的
な課題解決力を
備えた理系人材
を育成

科学技術の進化
に応じた新しい
融合分野の理系
人材を育成

学位プログラム
の決定自然系共通専門基礎科目

理学部共通ベーシック科目

理学部共通コア科目

フロンティア・スタディ・プロジェクト ●研究志向のフロントランナーを育成

理学部共通教育

6クラス制

●２年後期以後●２年前期
終了時

●２年前期まで

専門分野だけで
なく関連分野の
専門科目を合わ
せて学ぶ

それぞれの専門
の知識と技能を
体系的に学ぶ

●分野を超えて理学を幅広く学
　び、科学の視野を広げる
●コミュニケーション力や柔軟性
　を身につける
●アクティブ・ラーニング型授業「理

学基礎演習」では学生が体験を
通して課題解決の方法を学ぶ

●専門分野でカテゴリー分けしな
　いクラス編成
●複数のクラス相談員によるきめ
　細かい学修指導

●前期日程合格者の中から30名程度

理学部の学位プログラムの選択と学修方法

(50)

(60)

(50)

(30)

(30)

(38)

(12)

（）内の数字は受け入れ学生
数の上限

● ●

●●

大学学習法
大学学習法の科目である理学スタディ・スキルズは、理学部の学生としての共通の素養を身につけるとともに、専門
科目の履修のしかた、学位プログラムの選択のしかたなどをガイドします。

自然系の学問を学ぶためには、数学、統計学、物理学、化学、生物学、地学の基礎を十分に固めておく必要がありま
す。高等学校での学習では不十分であったり、また履修しなかった場合も含めて、理学部の学生として共通に必要な
基礎科目を１年生～２年生の間に体系的に学びます。

共通ベーシック科目
理学部共通ベーシック科目は、理学部学生が持つべき基礎科学の基盤的能力を養成する科目群で、各分野の実習・演
習などがあります。また、アクティブ・ラーニング型授業「理学基礎演習」などを通して現実の多様な課題の解決に
必要となる創造性や柔軟性、およびコミュニケーション能力を養成します。

基礎科学の基幹的専門体系である数学、物理学、化学、生物学、地質科学を専門性形成の中心に据える５つの学位プ
ログラムと、自然環境の諸課題に基礎理学の立場から多角的にアプローチする自然環境科学プログラム、理学部と農
学部が協働してカリキュラムを構成する学部横断型のフィールド科学人材育成プログラムの計７つの学位プログラム
で専門教育を行ないます。

共通コア科目
学位プログラムを体系的に履修するために必要となる専門基礎科目です。

学位プログラム専門科目

４年生になると、専攻した分野のまとめに入ります。プログラムにより、課題研究、ゼミなどの名称で、少人数に分か
れて専門をより深く学びます。これらの卒業研究等を通して、自然科学の見識と応用力を身につけることができます。

卒業研究

数学・統計学
解析学基礎1-2

数学基礎
A1-2, B1-2
統計学基礎1-2

物理学
物理学基礎
AI-II, BI-II
CⅠ-Ⅱ

物理学概論

化学
化学基礎A, B

生物学
生物学基礎A, B

地学
地学基礎
A, B, C

Ｑ１：学位プログラムはいつ決定されるのですか？
Ａ１：希望調査をおこない、２年次１学期終了時に学位プログラムを決定します。なお、学校推薦型選抜合格者は入学時に決定します。
　　　フロンティア・スタディ・プロジェクトに選抜された学生には入学時に希望する学位プログラムへの配属優先権が与えられます。
Ｑ２：学位プログラムはどのように決定されるのですか？
Ａ２：入学後、複数回の希望調査をおこない、それに基づいてアドバイザー教員と相談しながら学位プログラムを決定します。学生の
　　　希望が生かせるように、各プログラムの受け入れ学生数の上限は多めに設定されています（左の図を参照）。
Ｑ３：入学してから、どの学位プログラムに進むかを考えたい。学位プログラムの内容を知る機会はありますか？
Ａ３：入学後、「理学スタディ・スキルズ」では各プログラムの内容の紹介があります。また「理学基礎演習」では各分野の研究や専
　　　門科目の内容を学生が体験します。これらの科目や２年次第１学期終わりまでの授業を通して、学位プログラムを知り、選択す
　　　る十分な時間と機会があります。
Ｑ４：専門力プログラムと総合力プログラムの違いについて教えてください。
Ａ４：専門力プログラムは学位プログラム専門科目を中心に、総合力プログラムは学位プログラム専門科目だけでなく、他の学位プロ
　　　グラム専門科目と共通コア科目を組み合わせて学修を進めるプログラムです。学生は自主的にいずれかを選択し、履修計画をた
　　　てて学修を進めます。
Ｑ５：フィールド科学人材育成プログラムに興味がありますが、理学部に入学してプログラムを選択するのと農学部に入学してプログ
　　　ラムを選択するので違いがあるのでしょうか？
Ａ５：理学部に入学すると、まず理学部の基礎的な科目を学びますし、農学部に入学すると農学共通基礎科目を学びます。そこが大き
　　　な違いです。プログラム選択後は学部によらず同じ専門科目を履修し、卒業研究はどちらの教員の研究室でも行なえます。
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令和８年度 新潟大学 理学部 入試案内

後期日程
理学部 理学科

帰国生徒学校推薦型選抜総合型選抜

理学部理学科は、７つの学位プログラム（数学、物理学、化学、生物学、地質科学、自然環境科学、フィールド科学人材育成）か
らなります。学位プログラムへの所属は２年次１学期終了時点で決定します。

入学定員（募集人員）

学　部 学　科 入学
定員 一　般　選　抜 特　別　選　抜

募　集　人　員

前期日程
200人 125人 30人 40人5人 若干人

理学部では、多様な能力の学生を求める入学者選抜を実施しています。
総合型選抜および一般選抜（前期日程・後期日程）では、学位プログラムにかかわらず、理学科全体で一括し
て募集します。学校推薦型選抜では、学位プログラムごとに募集します。

理　学　科 国語、数学、理科、外国語、情報 プレゼンテーション及び口頭試問5人

総合型選抜では、課外での研究に関わる活動実績を主に評価します。大学入学共通テストでは基礎学力を評価します。
選抜は２段階で行います。第1次選抜でプレゼンテーション及び口頭試問、書類審査による選考を行い、選考結果を通知します。
第2次選抜では、大学入学共通テスト（国語、数学、理科2科目、外国語、情報）の得点に基づいて選考を行います。
（出願時に、フロンティア・スタディ・プロジェクトへ参加申請することができます。）

総合型選抜

学　科
教　科　・　科　目　等

大学入学共通テスト（第２次選抜） 本学が実施する試験等（第１次選抜）

募集
人員

数学や理科に関するテーマで主体的な探究の学習成果をもつ人を一括して選抜します。

理　学　科
国語、数学、理科、外国語、
地歴・公民、情報 面接30人

一般選抜（後期日程）

学　科
教　科　・　科　目　等

大学入学共通テスト 個別学力検査等
募集
人員

高校卒業程度の幅広い学力を備え、大学での学習意欲や適性およびコミュニケーション能力を有する人を一括して選抜します。

学校推薦型選抜
特定の学位プログラムへの明確な志望動機があり、数学や理科に対する知的好奇心や探究心があるとともに学習意欲の高い人を
学位プログラム単位で選抜します。なお、フィールド科学人材育成プログラムでは学校推薦型選抜は行いません。

理

　学

　科

学科・学位プログラム
教　科　・　科　目　等

大学入学共通テスト 本学が実施する試験等
概ねの

募集人員

課さない

国語、数学、理科、外国語、情報

基礎学力試験、面接

課さない

面接

10人
7人
7人
5人
5人
6人

数学プログラム
物理学プログラム
化学プログラム
生物学プログラム
地質科学プログラム
自然環境科学プログラム

理

　学

　科

学科・選抜方法
教　科　・　科　目　等

大学入学共通テスト 個別学力検査等
概ねの

募集人員

国語、数学、理科、外国語、
地歴・公民、情報

理科（物理、化学、生物、地学
から１科目）、数学、英語

理科（物理、化学、生物、地学
から２科目）、英語

理科・数学（物理、化学、生物、
地学、数学から２科目）、面接

85人

25人

15人

理数重点選抜

理科重点選抜

一般選抜（前期日程）
特に数学と理科について十分な基礎学力がある人を、個別学力検査の試験科目とその評価の重点の異なる3つの選抜方法により、
一括して選抜します。

（出願時に、フロンティア・スタディ・プロジェクトへ参加申請することができます。）

数学、理科、外国語の基礎学力、
なかでも数学および理科の基礎学
力をもつ学生を選抜

理科の広い分野の基礎学力と外国
語の基礎学力をもつ学生を選抜

フィールドワークや野外を対象と
する自然科学分野に対する意欲と
適性のある学生を選抜 （フィールドワークや野外を対象とする自然科学

分野に対する意欲と適性を面接ではかります）

野外科学志向選抜

各プログラム支援例

参加申請方法
一般選抜（前期日程）または総合型選抜への出願者が、出願時に、この制度へ参加申請することができます。

● 出願登録時に「フロンティア・スタディ・プロジェクト」欄において、希望するプログラムを選択してください。
● 申請者の中から入学試験の成績に基づいて、一般選抜（前期日程）では、理学部全体で30名程度選抜します。総合型選

抜では、各プログラム1名程度選抜します。

また、入学後、１年次から２年次に進級する際に追加募集（一般選抜（後期日程）の入学者も申請可）を行います。

理学部には、数学や理科が大好きで主体的に学修と研究を進めたい学生を、研究志向のフロ
ントランナーとして育成することを目的とした「フロンティア・スタディ・プロジェクト」
という支援制度があります。

具体的には、下記の支援例にあるように、各プログラムで自主ゼミや研究室体験などの企画
を通して、能動的な学習を促しています。

この制度への参加が認められた学生には、入学時に希望するプログラムへの配属優先権が与
えられます。

数学プログラム
● 自主ゼミ
● 数学の学び方、調べ方、考え方の支援 
● 教科書や参考書の紹介 
● 数学講究（ゼミ）の見学

生物学プログラム
● 研究室見学
● 生物学プログラム行事への参加
● 先取り研究体験（模擬実験）
● 先取り履修

物理学プログラム
● 研究室紹介
　 ※右は原子核実験の解説場面
● 研究室体験
　 ※模擬実験や模擬実習

地質科学プログラム
● グループ研究
● 学会発表・論文作成支援
● 地質フィールド巡検
● 特別レクチャー

化学プログラム
● 研究室体験 および 研究室訪問
● 授業科目の先取り履修
● 講演会やシンポジウムへの案内
● 化学自主学修支援室への優先参加

自然環境科学プログラム

● 先輩学生による新歓イベントの
　開催
● フィールドナビでの研究室紹介
● 研究室の見学ツアーの開催
● 自主ゼミの支援
● 成績優秀者への研究室配属優先権の付与

フィールド科学人材育成プログラム
● フィールド親睦会への参加
　　　　　　（先輩や先生と交流）
● 研究活動への参加
● フィールドナビでの研究室紹介
● 研究室の見学ツアーの開催
● 成績優秀者への研究室配属優先
　 権の付与

研究室体験（構造有機化学
研究室）の様子

PCR実験を体験中！

研究のための野外調査風景

潮間帯底生動物のサンプリング風景

フロンティア・スタディ・プロジェクト

入学時に配属希望のプログラムを決めている学生

さらに、入学後すぐに配属希望のプログラムの分野について
意欲的に学修したい学生

支援の対象となる
学　生

自主ゼミ
調べてみたいテーマを持っている人達が自主的
にグループを作り、授業とは関係なく自分たち
で調査・研究を進めます。

プログラム支援員の協力のもとで1年生の段階から、
自主ゼミを始めたり、研究活動を開始したりすること
ができます。

と は

※日程等は変更になることがあります。最新の情報は理学部ホームページで確認してください。

出願（9月）→  プレゼンテーション及び口頭試問（10月）→  大学入学共通テスト（1月）→  合格発表（2月）
※日程等は変更になることがあります。最新の情報は理学部ホームページで確認してください。

出願（11月：全プログラム共通）
数学プログラム および 物理学プログラム：基礎学力試験＋面接（11月）→  合格発表（12月）
化学プログラム および 生物学プログラム：大学入学共通テスト（1月）→  合格発表（2月）
地質科学プログラムおよび自然環境科学プログラム：面接（11月）→  大学入学共通テスト（1月）→  合格発表（2月）

自主ゼミの様子
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令和８年度 新潟大学 理学部 入試案内
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教　科　・　科　目　等

大学入学共通テスト 個別学力検査等
概ねの

募集人員

国語、数学、理科、外国語、
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から２科目）、英語
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自主ゼミを始めたり、研究活動を開始したりすること
ができます。
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Mathematics Program

数学のすすめ

こんな研究をしています!

■数学とは？

数学はあらゆる現象を記述する上で必要不可欠な「言語」です。
数学によって記述される現象を観てみませんか。

～21世紀の科学をしっかり支える数学～
http://mathweb.sc.niigata-u.ac.jp/Mathematics Program

数学プログラム数学プログラム数学プログラム

7

　目には見えなくても、たとえばスマートフォンのように身の回りにあるもの

から宇宙にロケットを発射する時でさえも、数学はありとあらゆる場面に登場

する学問です。数学では数や集合で成り立つ関係を調べます。

２つの学修方法（専門力プログラムと総合力プログラム）があります！

数学プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

微分積分学、線形代数、数学演習、 解析学序論、代数・幾何学序論、集合と位相入門、数学講究（ゼミ）

　専門力プログラムでは数学そのものを学び、深く理解すること

を目指します。卒業生は在学中に身につけた力を活かし、数学教

員やシステム・ソフトウェア開発に携わるIT業界、銀行・証券・

保険などの金融業界、自動車や鉄道関連企業などで幅広く活躍し

ています。さらに深く数学を学びたい人の多くは大学院に進学し

て、高度な数学を学んでいます。

■総合力プログラム■専門力プログラム
　数学を学ぶ上での基礎を1、2年次に固め、物理学等の他プログラ

ム科目を並行して学ぶことにより3、4年次には数理物理学などの

学際分野や応用数学の基礎知識を獲得することができます。卒業

後の進路は、アクチュアリー、証券アナリスト、ファンドマネー

ジャーやクオンツアナリストなどの金融業界への就職が考えられ

ます。

■お勧めポイントは？
　本数学プログラムでは、社会から求められている「数学的な考え方を用いて、

問題点を整理し解決する力」を身につけることができます。

■研究の特徴は？
　数学には解析学、代数学、幾何学、応用数学といった様々な分野があります

が、本数学プログラムにはそれらが一通りそろっています。興味ある分野を学

び、大学院へ進学し専門性を深めることも、数学と他分野にまたがる領域を学

び応用力を身につけることも可能です。

■教育の特徴は？
　本数学プログラムでは1、2年次に数学の基礎を固め、3年次からはそれぞれの興味に応じた専門科目

を解析学、代数学、幾何学、応用数学から選んで学ぶことができます。特定の分野を中心に学ぶことも、

また数学の理論から応用までを幅広く学ぶことも可能です。特に理論数学だけでなく応用数学科目も充実

していることが本数学プログラムの特徴です。

■代数学分野
代数幾何学と数論は世界中で研究が盛んに行われている分野

です。数学のノーベル賞とも呼ばれるフィールズ賞の日本人

受賞者３人は代数幾何学の分野の研究者です。数論のフェル

マーの最終定理やリーマン予想、abc予想などは有名です。

■解析学分野
解析学は微分積分を発展させた学問です。

たとえば保存問題（与えられた性質を変え

ない関数の決定）、解けない微分方程式の解

析、ジャイロ構造の研究を行っています。

■応用数学分野
数学を生活に役立てる方法を研究していま

す。たとえば経路探索を正確にする方法や

為替変動の原因の解析、水の流れ、人口の

変化をモデル化し研究しています。

■幾何学分野
２点を結ぶ曲線の長さの最小値を２点間の距離と定義した内部

距離空間の研究を行っています。幾何学だけでなく、力学系理

論や最適配置問題など多くの分野とも関連します。正多面体の

骨組みに代表される、曲面上のグラフの研究も行っています。

こんな授業があります!
■代数系ⅡA, ⅡB
５次方程式には解の公式が存在しません。２次、３次、４次

の場合には解の公式は実際につくれますが、公式が存在しな

いことはどうやったら証明できるのでしょうか？大学の代数

系授業の1つの到達点として

「ガロア理論」を学びます。

■関数解析学A, B
高校では自由に関数を微分しま

すが、どの点でも微分できない

連続関数の存在が知られていま

す。そのような関数はたくさん

あるのでしょうか？

■オペレーションズ・リサーチ
たとえば「お店の商品をどこ

に、どのように並べれば売り

上げがよくなるか」という問

題を、数学を用いて解決する

方法を学びます。

■幾何学ⅡA, ⅡB
地球儀や地図帳には、座標と思

える線があります。この考えを

深めて、座標の導入法や微積分

の応用法について学びます。可

微分多様体論入門講義です。

進路として、大学院進学、中学校・高校数学教員、公務員、システム・ソフトウェア開発、銀行、証券、自動車、鉄道、不動産、
建築などの企業に実績があります。

 ㈱第四北越銀行、㈱大光銀行、福島銀行㈱、群馬銀行㈱、アクセンチュア㈱、野村証券㈱、

SMBCフレンド証券㈱、丸三証券㈱、明治安田生命保険相互会社、キヤノンイメージングシステムス㈱、沖テータ㈱、㈱富士通新潟システムズ

NECソリューションイノベータ㈱、京セラコミュニケーションシステム㈱、㈱日立ソリューションズ東日本、越後交通㈱、㈱NSGホールディングス、

東日本旅客鉄道㈱、㈱BSNアイネット、㈱原信、JA全農にいがた、警視庁警察官、国税専門官、新潟市職員、国立大学法人新潟大学

WEB
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です。数学のノーベル賞とも呼ばれるフィールズ賞の日本人

受賞者３人は代数幾何学の分野の研究者です。数論のフェル

マーの最終定理やリーマン予想、abc予想などは有名です。

■解析学分野
解析学は微分積分を発展させた学問です。

たとえば保存問題（与えられた性質を変え

ない関数の決定）、解けない微分方程式の解

析、ジャイロ構造の研究を行っています。

■応用数学分野
数学を生活に役立てる方法を研究していま

す。たとえば経路探索を正確にする方法や

為替変動の原因の解析、水の流れ、人口の

変化をモデル化し研究しています。

■幾何学分野
２点を結ぶ曲線の長さの最小値を２点間の距離と定義した内部

距離空間の研究を行っています。幾何学だけでなく、力学系理

論や最適配置問題など多くの分野とも関連します。正多面体の

骨組みに代表される、曲面上のグラフの研究も行っています。

こんな授業があります!
■代数系ⅡA, ⅡB
５次方程式には解の公式が存在しません。２次、３次、４次

の場合には解の公式は実際につくれますが、公式が存在しな

いことはどうやったら証明できるのでしょうか？大学の代数

系授業の1つの到達点として

「ガロア理論」を学びます。

■関数解析学A, B
高校では自由に関数を微分しま

すが、どの点でも微分できない

連続関数の存在が知られていま

す。そのような関数はたくさん

あるのでしょうか？

■オペレーションズ・リサーチ
たとえば「お店の商品をどこ

に、どのように並べれば売り

上げがよくなるか」という問

題を、数学を用いて解決する

方法を学びます。

■幾何学ⅡA, ⅡB
地球儀や地図帳には、座標と思

える線があります。この考えを

深めて、座標の導入法や微積分

の応用法について学びます。可

微分多様体論入門講義です。

進路として、大学院進学、中学校・高校数学教員、公務員、システム・ソフトウェア開発、銀行、証券、自動車、鉄道、不動産、
建築などの企業に実績があります。

 ㈱第四北越銀行、㈱大光銀行、福島銀行㈱、群馬銀行㈱、アクセンチュア㈱、野村証券㈱、

SMBCフレンド証券㈱、丸三証券㈱、明治安田生命保険相互会社、キヤノンイメージングシステムス㈱、沖テータ㈱、㈱富士通新潟システムズ

NECソリューションイノベータ㈱、京セラコミュニケーションシステム㈱、㈱日立ソリューションズ東日本、越後交通㈱、㈱NSGホールディングス、

東日本旅客鉄道㈱、㈱BSNアイネット、㈱原信、JA全農にいがた、警視庁警察官、国税専門官、新潟市職員、国立大学法人新潟大学

WEB
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これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

物理学プログラム物理学プログラム
Physics Program

Physics Program

物理学のすすめ

こんな研究をしています!

素粒子から宇宙までの物質＝物（モノ）と、その奥にある法則＝理（コトワリ）。
「物と理」を究めることは、急激に変化する時代を生きぬく確かな力になるはずです。

面白い、は自然の奥にある。
http://physics.sc.niigata-u.ac.jp/
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■物理学とは何だろうか
　朝永振一郎博士（1965年ノーベル物理学賞）は、著書のなかで「物理学は自然界に
起こる現象の奥に潜む法則を、観察事実に照らして探求する」ものと述べています。
　素粒子・原子核・原子の極微の世界から壮大な宇宙までを対象として、物質の根源
や宇宙の始まりをめぐる謎を探究したり、物質の多様な性質を調べて、新物質の開拓
にも挑戦したり。そして、広範な科学技術を支えているのが、物理学なのです。

■お勧めポイントは？
　物理学の幅広い分野がそろっており、興味の持てるテーマがきっと見つかるはず。

野辺山天文台（写真上段）、KEK（中段）、放射線医学総合研究所などの研究機関で他大

学の人と交流する機会もあります。また、医学物理の副専攻も選択できます。

■研究の特徴は？
　量子科学（最新の計算機を駆使する原子核物理や超電導などの物性物理）では伝統

ある研究拠点です。究極の微小世界、素粒子物理ではノーベル賞の受賞をサポートし、

宇宙物理では星などの天体から時空間としての宇宙までもが数式化されます。

■教育の特徴は？
　古典物理学から現代物理学まで、基礎がしっかり身につくように講義・実験・演習

が整備されています。動画による事前学習と少人数グループでの演習を組み合わせる

「反転授業」の要素を取り入れた科目の開設など、教育改善の試みも盛んです。

２つの学修方法（専門力プログラムと総合力プログラム）があります！

物理学プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

　大学院での研究につながるように、量子力学や統計力学などの
現代物理学の学修を、重点的に進めます。さらに、相対性理論、
素粒子物理学、原子核物理学、物性物理学、宇宙物理学などの科
目を通して専門性を磨くと同時に、エレクトロニクスなどの基礎
知識、計算機や実験装置の操作についての技能を身につけた専門
人材を育成します。

■総合力プログラム■専門力プログラム

■共通

　物理学の学修を選択的に進め、論理性や問題発見能力を鍛えま
す。さらに、数理・情報、化学物理、生物物理、地球物理などを
選択し、幅広い視野を身につけることで、例えば、データ・サイ
エンス、経済物理学や金融工学、または、新素材や新奇物質の開
発などなど、多様化する社会のさまざまな分野で活躍できる人材
を育成します。

■物性理論分野
電子・原子・分子のミクロな世界の法則から超伝導や磁性などマク
ロな現象を導き出すことは物理学の中心テーマの一つです。私た
ちも、現代物理学の二本柱である量
子力学・統計力学、さらには計算機シ
ミュレーションを駆使して、物質の示
す多彩な性質の解明と、新物質の設
計を目指した研究を進めています。

■宇宙物理学分野
銀河系の詳細な星の地図をつくるため
に、10億個以上の星の方角を１度の１億
分の１の正確さで決める壮大な観測が
今、行われています。私たちは観測デー
タを解析し、星が誕生するメカニズムの
解明を目指します。右図は卒業生が作成
した「星の色と明るさの関係図」です。

■物性実験分野（超音波グループ）
室温から絶対零度（－273℃）近くまで冷却することで、物質中の
電子が示す量子現象を、超音波を
用いる独創的方法で研究していま
す。レアアース化合物や鉄系超伝導
体の解明、シリコン原子空孔の観測
など、基礎科学から産業応用に拡が
る先端的研究を展開しています。

■高エネルギー物理学（素粒子実験）分野
スーパーカミオカンデやBelle実験な
どの国際共同実験に、多くの学生と参
加し、ノーベル賞級の研究を支えてき
ました。現在も、新加速器を用いた
BelleⅡ実験（写真中段）に参加して、宇
宙誕生の謎に挑戦しています。（写真
は、検出器心臓部の制作の様子。）

こんな授業があります!
■統計力学ⅠA～ⅡB
ミクロな法則とマクロな現象の間を
つなぐ学問が統計力学です。確率の
考え方を用いて、温度やエントロピ
ーなどの熱的な性質が理解できるこ
とを学びます。
講義と並行して、豊富な具体例につ
いて問題演習を行います。（写真：
解答の発表や検討の様子）

■物理学基礎AⅠ
ニュートン力学の基本法則を微積分を用いて学びます。身の回
りの物体や惑星の運動などを例に、質点の運動を微分方程式で
表現することやその解法を学び
ます。高校で習う内容を体系的
に整理し、
「物理は公式の暗記ではない」
ことを確認することで、4年間
の学習の出発点とします。

■課題研究A～D
４年次の一年間、研究室に分れて、
理論ゼミや実験に取り組みます。
　　　　　　　　　　　　教員・院
　　　　　　　　　　　　生・学生
　　　　　　　　　　　　どうしの密度の濃い議論を通して、
　　　　　　　　　　　　先端的な研究課題に触れられます。
　　　　　　　　　　　　年度末には、卒業研究の成果発表会
　　　　　　　　　　　　を行います。

■物理学実験A～D
実験することで、講義の内容を確実な知識にします。装置の動
作原理や操作方法、データの処理方法など、実験技術の基本を
修得します。電気回路、超伝導、
Ｘ線や放射線の計測、核磁気共
鳴（写真）など豊富なテーマを
扱います。グループで協力する
ことやレポートにまとめる能力
を身に付けます。

　教員や公務員に就職するほか、多くの学生が大学院へ進学しています。日本学術振興会の特別研究員に採用されて研究者を目
指す人や、医学物理士、アクチュアリー（保険数理士）、弁理士などの高度専門職を目指す人もいます。既に、大学教員として
活躍している人もいます。
　物理学プログラムで鍛えられた学生の「強み」は、物事の本質を見抜く力や、未知の課題に直面したときの解決能力の高さで
あると評価されています。そのような「強み」を生かして、多くの卒業生がさまざまな業種の民間企業で活躍しています。10年
先・20年先の社会でも決して色褪せない基礎力を持った貴重な人材として期待されています。

県内：日本精機㈱、グローバルウェーハズ・ジャパン㈱、富士通新潟システムズ㈱、キヤノン・イメージングシステム㈱、亀田製菓㈱、ほか。

県外：京セラ㈱、村田製作所㈱、沖データ㈱、ＴＤＫ㈱、ニコン㈱、ソニー生命保険㈱、野村證券㈱、東日本旅客鉄道㈱、信越化学工業㈱、ほか。

　基礎物理数学、物理基礎実習などの入門的な科目をはじめ、電磁気学、量子力学、統計力学などの本格的講義や豊富な演習・実
験科目がそろっています。４年次の課題研究では、自主的に新しい知識や技術を獲得したり、課題を発見する姿勢を身につけます。
個人の問題解決能力を鍛えるだけでなく、協働して課題解決にあたる体験を通して、コミュニケーション能力や自己表現力を高め
ることができます。

国立天文台（野辺山）の45m電波望遠鏡での実習

高エネルギー電子・陽電子衝突実験 Belle Ⅱ の素粒子検出器

反転授業における討論形式の演習

Belle Ⅱ 実験の粒子識別装置の構築

超伝導体の結晶構造とその電子状態

希釈冷凍機への液体ヘリウムの充填作業

研究室配属は、専門力・総合力の選択には制約されません。
卒業研究発表会が終わると、もうすぐ卒業式です。 ■共通 ６月の“ケルビン祭”では、成績優秀者の表彰、院生による

研究室紹介、親睦会（写真右）が行われます。

WEB
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これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

物理学プログラム物理学プログラム
Physics Program

Physics Program

物理学のすすめ

こんな研究をしています!

素粒子から宇宙までの物質＝物（モノ）と、その奥にある法則＝理（コトワリ）。
「物と理」を究めることは、急激に変化する時代を生きぬく確かな力になるはずです。

面白い、は自然の奥にある。
http://physics.sc.niigata-u.ac.jp/

10

■物理学とは何だろうか
　朝永振一郎博士（1965年ノーベル物理学賞）は、著書のなかで「物理学は自然界に
起こる現象の奥に潜む法則を、観察事実に照らして探求する」ものと述べています。
　素粒子・原子核・原子の極微の世界から壮大な宇宙までを対象として、物質の根源
や宇宙の始まりをめぐる謎を探究したり、物質の多様な性質を調べて、新物質の開拓
にも挑戦したり。そして、広範な科学技術を支えているのが、物理学なのです。

■お勧めポイントは？
　物理学の幅広い分野がそろっており、興味の持てるテーマがきっと見つかるはず。

野辺山天文台（写真上段）、KEK（中段）、放射線医学総合研究所などの研究機関で他大

学の人と交流する機会もあります。また、医学物理の副専攻も選択できます。

■研究の特徴は？
　量子科学（最新の計算機を駆使する原子核物理や超電導などの物性物理）では伝統

ある研究拠点です。究極の微小世界、素粒子物理ではノーベル賞の受賞をサポートし、

宇宙物理では星などの天体から時空間としての宇宙までもが数式化されます。

■教育の特徴は？
　古典物理学から現代物理学まで、基礎がしっかり身につくように講義・実験・演習

が整備されています。動画による事前学習と少人数グループでの演習を組み合わせる

「反転授業」の要素を取り入れた科目の開設など、教育改善の試みも盛んです。

２つの学修方法（専門力プログラムと総合力プログラム）があります！

物理学プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

　大学院での研究につながるように、量子力学や統計力学などの
現代物理学の学修を、重点的に進めます。さらに、相対性理論、
素粒子物理学、原子核物理学、物性物理学、宇宙物理学などの科
目を通して専門性を磨くと同時に、エレクトロニクスなどの基礎
知識、計算機や実験装置の操作についての技能を身につけた専門
人材を育成します。

■総合力プログラム■専門力プログラム

■共通

　物理学の学修を選択的に進め、論理性や問題発見能力を鍛えま
す。さらに、数理・情報、化学物理、生物物理、地球物理などを
選択し、幅広い視野を身につけることで、例えば、データ・サイ
エンス、経済物理学や金融工学、または、新素材や新奇物質の開
発などなど、多様化する社会のさまざまな分野で活躍できる人材
を育成します。

■物性理論分野
電子・原子・分子のミクロな世界の法則から超伝導や磁性などマク
ロな現象を導き出すことは物理学の中心テーマの一つです。私た
ちも、現代物理学の二本柱である量
子力学・統計力学、さらには計算機シ
ミュレーションを駆使して、物質の示
す多彩な性質の解明と、新物質の設
計を目指した研究を進めています。

■宇宙物理学分野
銀河系の詳細な星の地図をつくるため
に、10億個以上の星の方角を１度の１億
分の１の正確さで決める壮大な観測が
今、行われています。私たちは観測デー
タを解析し、星が誕生するメカニズムの
解明を目指します。右図は卒業生が作成
した「星の色と明るさの関係図」です。

■物性実験分野（超音波グループ）
室温から絶対零度（－273℃）近くまで冷却することで、物質中の
電子が示す量子現象を、超音波を
用いる独創的方法で研究していま
す。レアアース化合物や鉄系超伝導
体の解明、シリコン原子空孔の観測
など、基礎科学から産業応用に拡が
る先端的研究を展開しています。

■高エネルギー物理学（素粒子実験）分野
スーパーカミオカンデやBelle実験な
どの国際共同実験に、多くの学生と参
加し、ノーベル賞級の研究を支えてき
ました。現在も、新加速器を用いた
BelleⅡ実験（写真中段）に参加して、宇
宙誕生の謎に挑戦しています。（写真
は、検出器心臓部の制作の様子。）

こんな授業があります!
■統計力学ⅠA～ⅡB
ミクロな法則とマクロな現象の間を
つなぐ学問が統計力学です。確率の
考え方を用いて、温度やエントロピ
ーなどの熱的な性質が理解できるこ
とを学びます。
講義と並行して、豊富な具体例につ
いて問題演習を行います。（写真：
解答の発表や検討の様子）

■物理学基礎AⅠ
ニュートン力学の基本法則を微積分を用いて学びます。身の回
りの物体や惑星の運動などを例に、質点の運動を微分方程式で
表現することやその解法を学び
ます。高校で習う内容を体系的
に整理し、
「物理は公式の暗記ではない」
ことを確認することで、4年間
の学習の出発点とします。

■課題研究A～D
４年次の一年間、研究室に分れて、
理論ゼミや実験に取り組みます。
　　　　　　　　　　　　教員・院
　　　　　　　　　　　　生・学生
　　　　　　　　　　　　どうしの密度の濃い議論を通して、
　　　　　　　　　　　　先端的な研究課題に触れられます。
　　　　　　　　　　　　年度末には、卒業研究の成果発表会
　　　　　　　　　　　　を行います。

■物理学実験A～D
実験することで、講義の内容を確実な知識にします。装置の動
作原理や操作方法、データの処理方法など、実験技術の基本を
修得します。電気回路、超伝導、
Ｘ線や放射線の計測、核磁気共
鳴（写真）など豊富なテーマを
扱います。グループで協力する
ことやレポートにまとめる能力
を身に付けます。

　教員や公務員に就職するほか、多くの学生が大学院へ進学しています。日本学術振興会の特別研究員に採用されて研究者を目
指す人や、医学物理士、アクチュアリー（保険数理士）、弁理士などの高度専門職を目指す人もいます。既に、大学教員として
活躍している人もいます。
　物理学プログラムで鍛えられた学生の「強み」は、物事の本質を見抜く力や、未知の課題に直面したときの解決能力の高さで
あると評価されています。そのような「強み」を生かして、多くの卒業生がさまざまな業種の民間企業で活躍しています。10年
先・20年先の社会でも決して色褪せない基礎力を持った貴重な人材として期待されています。

県内：日本精機㈱、グローバルウェーハズ・ジャパン㈱、富士通新潟システムズ㈱、キヤノン・イメージングシステム㈱、亀田製菓㈱、ほか。

県外：京セラ㈱、村田製作所㈱、沖データ㈱、ＴＤＫ㈱、ニコン㈱、ソニー生命保険㈱、野村證券㈱、東日本旅客鉄道㈱、信越化学工業㈱、ほか。

　基礎物理数学、物理基礎実習などの入門的な科目をはじめ、電磁気学、量子力学、統計力学などの本格的講義や豊富な演習・実
験科目がそろっています。４年次の課題研究では、自主的に新しい知識や技術を獲得したり、課題を発見する姿勢を身につけます。
個人の問題解決能力を鍛えるだけでなく、協働して課題解決にあたる体験を通して、コミュニケーション能力や自己表現力を高め
ることができます。

国立天文台（野辺山）の45m電波望遠鏡での実習

高エネルギー電子・陽電子衝突実験 Belle Ⅱ の素粒子検出器

反転授業における討論形式の演習

Belle Ⅱ 実験の粒子識別装置の構築

超伝導体の結晶構造とその電子状態

希釈冷凍機への液体ヘリウムの充填作業

研究室配属は、専門力・総合力の選択には制約されません。
卒業研究発表会が終わると、もうすぐ卒業式です。 ■共通 ６月の“ケルビン祭”では、成績優秀者の表彰、院生による

研究室紹介、親睦会（写真右）が行われます。
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化学のすすめ

こんな研究をしています!

■化学とは？

環境調和型化学（グリーン・ケミストリー）の概念に基づく物質の科学
宇宙空間から人間の体内まで、いつでもどこでもなんでも化学の出番

～化学が拓く21世紀の夢～
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　化学は、広大な宇宙空間から細胞核の中まで、光が原子１個分を進むくらい
のアト秒から宇宙開闢以来の数億年にわたる、広い時空間に存在する物質の特
性や反応性の原因を探求して物質世界の基盤を明らかにしてゆく科学です。さ
らにその知識を活用して、これまでに存在しなかった新しい機能・特性を持つ
物質を創生してゆく科学でもあり、化学の対象となる物質は無限の可能性と多
様性を秘めています。化学は物質をめぐる科学の中心として、数学や物理学、
生命科学などの基礎科学、工学、農学、医学、薬学、環境学などの応用科学分
野とも深く関わりを持ちながら発展を続けています。

新元素の探索と化学的性質の解明：核化学研究室
メンバーは、理化学研究所で行われている新元素
探索の共同研究グループに参加しています。上の
図は、観測した113番元素の放射壊変系列です。
2004年の最初の測定から８年後、決定的データ
が得られました。これにより、新元素である113
番元素の命名権が与えられました。Nh：ニホニ
ウムが提案されています。2016年に正式決定し
ました。

２つの学修方法（専門力プログラムと総合力プログラム）があります！

化学プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

　専門力プログラムは、化学に関する高度な知識と経験を身につけた学生を育て、社会
に送り出すことを目的としています。そのため、化学の基本から専門にいたる知識を段
階的かつ重点的に理解できるよう、分析化学、無機化学、有機化学、物理化学、量子化
学、生化学に関する講義と実験を、ふさわしい学年・タームに配置しています。卒業年
次（４年次）では各学生が希望する研究室に所属して、最先端の研究（課題研究）と演
習（セミナー）を重点とした教育が行われます。

■専門力プログラム

　総合力プログラムは，他分野の現象を化学の目で見つめ，境界領域における化学の応
用を積極的に進めることを目的とします。化学プログラムが提供する講義・実験のうち
関連分野に近い科目を選んで受講する一方，他プログラムの講義・実験を必ず受講し，
境界領域での知識と経験も身につける教育を行います。右図の総合力プログラム中の科
目名は，他プログラム科目の受講例です。

■総合力プログラム

■お勧めポイントは？
　物質の変化・多様性に興味があるかぎり、どんな分野でも化学の知識は必ず
必要であり、学習したことは生きてきます。

■研究の特徴は？
　人類の持続的な発展のため、グリーン・ケミストリーを視野に入れた幅広い
分野の研究を行っています。

■教育の特徴は？
　座学である講義と自分自身で操作する種々の実験や演習をとおして、各分野の
化学を体系的に学習できるように、学年・タームのふさわしい時期に講義と実験
を配置しています。卒業研究では教員一人あたり２～３名の少人数教育であなた
を鍛えます。専門力・総合力いずれのプログラムでも、多くの学生がさらなる研
鑽と高度な研究を続けるため大学院へ進学します。

■有機化学分野
有機化学分野の各研究室では、環境にやさし
い化合物や有用な新しい化合物を探求して、
グリーン・ケミストリーの観点に立った新し
い合成方法を研究しています。写真は、新奇
蛍光性有機化合物の合成中の様子です。

脱リン酸化酵素による発がんメカニズム解析と阻害剤の開発を
行っています。酵素の制御異常によ
る発がんの機構や抗がん剤を、化学
の観点から研究を展開しています。
蛍光標識を導入した細胞とタンパク
質の立体構造です。

溶液化学研究室では、これまでにない溶媒であるイオン液体の
構造とダイナミクスを研究しています。
イオン液体は、環境にやさしい性質から、
リチウムイオン二次電池の電解質溶液な
どとしての応用が期待されています。

■無機・分析化学分野

■生化学分野■物理化学分野
光エネルギーの有効利用を目指し、太陽電池や光合成にとって
大事な光化学反応を研究しています。写
真は、環境にやさしい有機物質でできた
次世代電池の性能向上をめざし、光酸化
還元反応を調べるための測定装置です。

こんな授業と行事があります!
■化学実験
座って講義を受けるだけでなく、実際に自分の手を動かして様
々な化学分野の実験を行います。講義で受けた内容を体験・確
認して実験技術を磨くだけでなく、
共同実験でのコラボレーション能
力、レポート作成を通して文献調
査能力を身につけます。写真は物
理化学実験の様子です。

高校との接続科目（化学基礎など）、理学部共通のベーシック
科目・コア科目を経て、化学主専攻プログラムの講義へと発展
してゆきます。さらに第一線研究者や企業研究者による集中講
義まで、基礎から最先端まで、多様
なレベルの講義が開講さています。
写真は構造有機化学の講義中の一コ
マです。

化学プログラム学生への学修支援体制として、学生一人にアドバ
イザー教員一人が付いて履修指導などを行っています。また、学
習相談室では大学院生が講義科目に関する学習サポートを行いま
す。進路説明会では先輩学生が就
職活動や大学院進学の体験談を語
ります。その他、新配属生歓迎会
など教員・学生の垣根を超えた
様々な行事を行っています。

４年生になると研究室に所属して、指導教員とともに最先端の
課題研究に取り組みます。化学主専攻プログラムで学んだ４年
間の集大成とも言うべき研究成
果を化学プログラムメンバー
（教員・学部学生・大学院生な
ど）の前で発表します。写真は
課題研究発表会の一コマです。

■主専攻プログラム講義

■学修支援・行事■課題研究

進路として、大学院進学、高校・中学教員、公務員、公共機関の研究者などの専門技術職のほか、化学関係企業はもちろん、原
材料・機械から生物・食品関係、IT関係企業まで、幅広い分野の県内外企業に実績があります。

㈱北村製作所、㈱新潟ジャムコ、ユニオンツール㈱、㈱富士通新潟システムズ、㈱有沢製作所、㈱テック長沢、㈱ポラテクノ、岩塚製菓㈱、

㈱タケショー、クリニカルサポート㈱、㈱長岡石油、北陸ガス㈱、ナミックス㈱、hakkai㈱、㈱プロテックエンジニアリング、㈱ニラク、

㈱アルバック、㈱東邦システムサイエンス、㈱フルヤ金属、㈱新日本科学PPD、保土谷化学工業㈱、信越ポリマー㈱、東洋製罐㈱、

理研電線㈱、ケミプロ化成㈱、第一ファインケミカル㈱、㈱アサカ理研、東亜薬品㈱、住重試験検査㈱、日東メディック㈱、

日鉄住金テクノロジー㈱、オリエント化学工業㈱

新元素命名おめでとう！

ッ

実

ッ

年

大学院進学・就職

生物学基礎実習

動物生理学
基礎生物化学

分子生物学
生物化学

専門力プログラム
生物系総合力

電気力学

統計力学
量子力学序論

解析力学
基礎ベクトル解析

物理学基礎実習

細胞生物学

物理系総合力

化学基礎Ａ、化学基礎Ｂ、化学基礎実習ａ、化学基礎実習ｂ、分析化学Ⅰ、無機化学Ⅰ、有機化学Ⅰ、化学熱力学、生体分子化学
Ⅰ、分析化学実験、無機化学実験、有機化学実験、物理化学実験、生化学実験、無機化学Ⅱ、有機化学Ⅱ、化学統計力学Ⅰ、量子
化学

４年次
課題研究
演習科目
３年次
専門科目
実習科目
２年次

専門・習科目
理学部共通コア・
ベーシック科目
１年次
実習科目

理学部共通コア・
ベーシック科目
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図は、観測した113番元素の放射壊変系列です。
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が得られました。これにより、新元素である113
番元素の命名権が与えられました。Nh：ニホニ
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に送り出すことを目的としています。そのため、化学の基本から専門にいたる知識を段
階的かつ重点的に理解できるよう、分析化学、無機化学、有機化学、物理化学、量子化
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査能力を身につけます。写真は物
理化学実験の様子です。

高校との接続科目（化学基礎など）、理学部共通のベーシック
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課題研究に取り組みます。化学主専攻プログラムで学んだ４年
間の集大成とも言うべき研究成
果を化学プログラムメンバー
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WEB



　動物・植物のどちらにかたよることなく、生命科学の基礎を分
子レベルから学ぶことが出来ます。講義に加えて、様々な実習を
履修することで生物学分野全般の高度な専門知識と技術を身につ
けることができます。

■総合力プログラム■専門力プログラム
　生物学プログラムと他プログラムの専門科目群を合わせて履修す
ることで、生命科学の境界領域を学ぶことができます。たとえば、
数学もしくは化学プログラムを履修し生命情報学もしくはバイオプ
ロダクト解析に通じる人材を育成することを目指しています。

Faculty of Science, Niigata University 2026 Faculty of Science, Niigata University 2026

これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

生物学基礎A、生物学基礎B、生物学基礎実習a、生物学基礎実習b、基礎植物学、基礎細胞生物学、基礎細胞遺伝学、基礎生物化学、
生物英語、植物生理学、 動物生理学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、発生生物学Ⅰ、Ⅱ、系統動物学、生体情報学Ⅰ、Ⅱ、分子生物学、細胞生物学Ⅰ、Ⅱ、
生物化学、生物学総合演習、生物学実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、臨海実習Ⅰ、他

生物学プログラム生物学プログラム
Biology Program

生物学のすすめ

こんな研究をしています!

生物学プログラムでは、生物学を幅広く基礎から最先端まで学ぶことができます。
生き物の世界のなぞを、自らの手で解き明かしたいという意欲を持った人に向いています。

生き物の世界のなぞに挑む
https://bio.sc.niigata-u.ac.jp/Biology Program                                               
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■生物学とは？
　生きているとは？生き物が命をつなぐ仕組みとは？そのよ
うな「生き物」に関する謎を解くのが生物学です。

■お勧めポイントは？
・分子、細胞、植物、動物と多様な分野のエキスパート教員
　がそろっているので、生物学を幅広く基礎から最先端まで
　学ぶことができます。
・各人の進路希望や学習進度に応じてきめ細かい指導を行っ
　ています。

２つの学修方法（専門力プログラムと総合力プログラム）があります！

生物学プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先および進路先の例（過去5年間、順不同）

■研究の特徴は？
　セルソーター、X線回折装置、共焦点顕微鏡、質量分析器、次世代シーケンサーなど最先端の機器を使って高度な研究を行っています。また、
医学、農学、化学など他分野との境界領域に強い教員がそろっているので、応用研究にも強みがあります。生物学の確かな基盤を礎に、生命科
学の様々な分野へと展開しています。

■教育の特徴は？
　本プログラムでは生物について幅広く学びますが、他学部の生命科学系では範囲が限られる場合があります。医学部や薬学部はヒトの健康
に関する生命科学ですし、農学部は食料や農業を対象とした生命科学です。生物を人の役に立つか立たないかで区別せず、広く学べるのが生
物学プログラムの特徴です。総合力プログラムでは、数学や化学など他のプログラムの主専攻科目を履修することで、生命科学の境界領域を
学ぶことができます。

■動物学
・動物の発生学：ツメガエルの幼生を用いて形

態変化（変態）のしくみを研究しています。
・恒常性の維持とその調節機構：動物の造血や

免疫のしくみについて、モデル動物のマウス
や培養細胞を利用して研究しています。

・遺伝子発現系の研究：ＤＮＡ上の遺伝情報に
　従い、タンパク質がどのように細胞内で合成
　されるのか、分子レベルで研究しています。
・糖鎖研究：ゲノム，プロテオームに続く，第
　三の生態情報分子システムである「グライコ
　ーム」解析や糖鎖の生命機能を探っています。

■生化学・分子生物学

■植物学
・植物の環境応答：植物が光や重力、

温度などの環境情報に応答するしく
みや、核や小胞体、ペルオキシソー
ムなどの細胞小器官が、植物の発生
や環境応答で果たす役割を、シロイ
ヌナズナやゼニゴケを利用して研究
しています。

こんな授業があります!
■基礎植物学
植物の営み、植物科学
研究の現在や社会との
接点などについて、植
物科学の基礎知識や最
近の研究成果とともに
学びます。

動物間に共通に保存
されている発生プロ
グラムの普遍性を見
出すことをテーマと
して、動物発生に関
するトピックスを解
説しています。

４年生になると、学び
の集大成として各教員
の研究室に所属して卒
業研究を行います。課
題研究発表会では、1
年間の研究の成果を発
表します。

動物・植物の多様な生理
機能は多くの生体分子に
より支えられています。
生物学実習では細胞や組
織の観察法、遺伝子やタ
ンパク質の分析法など、
生物研究に必要なさまざ
まな手法を学びます。

■発生生物学Ⅱ

■課題研究（卒業研究）■生物学実習

進路として、大学院進学、食品や医療・製薬関連の民間企業や研究所、高校や中学の理科教員、国家公務員や自治体職員、
警察官など、幅広い分野に実績があります。

【食品関係】白瀧酒造、一正蒲鉾、越後製菓、タマムラデリカ、くら寿司、日東ベスト、イーピーエス

【医療・製薬関係】日本全薬工業、長岡三古老人福祉会、大鵬薬品、陽進堂、京野アートクリニック高輪、日本赤十字、鳥居薬品、アステム、

【その他】水産庁、国土交通省、検察庁、県職員（栃木、山形、福島）、市町村職員（熊谷市、三条市、上越市、板橋区）、新潟県警察、

高校理科教員（新潟）、中学校理科教員（新潟、埼玉）、秋田銀行、スタッフサービス･エンジニアリング、東京電力ホールディングス、

NTTラーニングシステムズ、北陸ガス、アダストリア、クスリのアオキ、鈴与シンワート、山形銀行、ビット・エイ、アクシアルリテイリング、

日本土地建物、メビウス、住友生命、丸三証券、リトルプロパティ、水澤化学工業、キタック、日刊工業新聞社、カワチ薬品

【進学】新潟大学大学院、名古屋大学大学院、北海道大学大学院、筑波大学大学院、千葉大学大学院、東京農工大学大学院、

東京工業大学生命理工学院、広島大学大学院、横浜市立大学大学院、金沢大学大学院、奈良先端科学技術大学院、東京大学大学院、

千葉大学大学院、東北大学大学院

転移RNA運搬因子の立体構造

モデル植物シロイヌナズナの栽培 マウス

アフリカツメガエル

ニワトリの胚 授業の様子

実習の様子 課題研究発表会

共焦点顕微鏡 X線回折装置 セルソーター 質量分析装置
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地学基礎Ａ、地学基礎Ｂ、地学基礎Ｃ、地学基礎実習ａ、地学基礎実習ｂ、地質学入門ａ、地質学入門ｂ、構造地質学入門、地層・
古生物学入門、鉱物・岩石学入門、環境地質学入門、地学英語、地質調査法Ⅰ、地質調査法Ⅱ、地質調査法実習Ⅰ、地質調査法実習
Ⅱ、地質調査法実習Ⅲ、岩石学Ａ、岩石学実験Ⅰ、テクトニクス、古生物学Ａ、地層学Ａ、野外実習Ａ、課題研究、セミナー、他

地質科学プログラム地質科学プログラム

↑岩石を薄く切断して透き通るまで研磨したものを顕微鏡で観察すると、
岩石を構成する鉱物の美しい配列が見えてきます。これは日本海形成
時の火山活動を記録する安山岩です（写真の横幅は約1㎜）。

↑３億年前はサンゴ礁だった岩山（糸魚川世界ジオパーク）。絶滅した生
物の化石がたくさんみつかります。

Geology Program

地質科学のすすめ

こんな研究をしています!

こんな授業があります!

こんな研究をしています!

地質学は、野山を歩き回って岩石をみつけるところから始まります。野外に行ってみましょう。
森の中でみつけた岩石には何が秘められているでしょうか？

君も地球探求のフロンティアへ！
https://geo.sc.niigata-u.ac.jp/Geology Program
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　地球に関する科学のうち、岩石を対象とする分野です。岩石は、地下深部のマグマ活
動や変成作用、地球表層の水や空気の流れ、そこに生息する生物の進化・多様性、そし
て断層や褶曲などの地殻変動の跡、など多様な歴史を記録する「過去からの手紙」です。

２つの学修方法（専門力プログラムと総合力プログラム）があります！

地質科学プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

　地質科学専門力プログラムでは、高度な野外調査の方法を習得す
るとともに、地質科学の各分野を総合的かつ体系的に学びます。ま
た、卒業すれば、下の表に示す「育成する技術者像」および「学習
教育・到達目標」に基づく日本技術者教育認定機構（JABEE）の
認定を受けた修了生となり、卒業時に「技術士補」「測量士補」の
国家資格が得られます。

●育成しようとする技術者像
　綿密な踏査や観察に基づいて、地層・岩石の歴史性の認識や地下構造の三次元
　的な把握ができ、地圏の土木開発・資源開発・防災・環境保全等の分野で、計
　画性・協調性・実行力・倫理観をもって活躍する地質技術者。
●学習・教育到達目標
（Ａ）良識ある技術者に必要な人文社会科学・情報科学などの基礎および語学・
　　　コミュニケーション能力を身につける。
（Ｂ）岩石・鉱物・地層の物質的性質について理解し、説明できる。
（Ｃ）岩石・鉱物・地層の歴史的性質について理解し、説明できる。
（Ｄ）デザイン能力の一環をなす、社会の要請への地質科学の対応について理解
　　　し、説明できるとともに、技術者倫理を身につける。
（Ｅ）野外の地質に関するデータ取得とまとめができる。
（Ｆ）野外の産状に密着した地質学的課題を解決する計画を立案し、複数の解決
　　　策や与えられた制約を考慮したうえで計画的・自主的に情報を取得し、チ
　　　ームでの議論を経て、総合的に解析できる。これらを通じ、デザイン能力
　　　を身につける。
（Ｇ）収集した情報を整理・再構成して自ら表現できる。
（Ｈ）広範な問題解決のために，自然科学の基礎を身につけるとともに、地質科
　　　学の先端のトピックを理解し、説明できる。

■専門力プログラムと技術士資格
　地質科学総合力プログラムでは、他学位プログラム科目を大幅に
取り入れた学習を行うことで、地質学にプラスαの複眼的な視野を
習得します。例えば、生物学分野や自然環境科学分野などの他学位
プログラム科目を並行して学ぶことで、地質学と生物学の両方の知
識を環境問題と結び付けて活用するような、応用力を身につけます。
これにより、地質学以外の素養も重視するような環境アセスメント
業などへの進路が期待できます。また、専門力プログラムと同様
に、卒業時に技術士補の資格を得ることもできます。

■総合力プログラム

　岩石を解読する知恵の結晶、そして新しい冒険の舞台が、地質学です。何も知らなけ
ればただの「石」や「がけ」が、実は地球の歴史を語る宝庫であると知る驚きが、地質
学の大きな魅力です。高校で地学を履修している必要はまったくありません。岩石鉱物
・化石、地震など、あるいは山・自然への興味が、地質学への良い入り口です。

　鉱物・岩石・地層・化石・断層など、「石」に記録されたあらゆることを対象に、活発
な研究に取り組んでいます。卒業生は、資源探査・開発、土木・建設工事の設計、地震
・火山・地滑りなど自然災害対策の分野の研究者・専門技術者として活躍しています。

　野外実習を重視し、少人数教育できめの細かい指導のもと、地質調査能力の高い人材
の育成を特色とします。専門力プログラムでは，高度な段階まで野外実習を行い、研究
者・技術者としての基礎力を高めます。総合力プログラムでは、他学位プログラム科目
を積極的に学び、学際的な視点からの課題解決能力を伸ばしていきます。

■地層・古生物学分野
地層や付加体、地層に含まれる化石
などを題材に、地球表層の動態を解
き明かす研究を進めています。古生
代から新生代まで幅広い時代の地層
を調査対象とし、大型化石と微化石
のどちらも研究しています。

走査透過電子顕微鏡を駆使した微細
な鉱物の構造の研究を特色にしてい
ます。オングストローム（一千万分
の一ミリメートル）のサイズの構造
も追及します。対象として生体鉱物
（生物が体内に分泌する鉱物）も扱
うことが特徴のひとつです。

火成岩や変成岩が形成される大陸地
殻と海洋地殻を題材に、地球内部で
起こっている物質のふるまいを探求
しています。異なる形成過程を辿っ
てきた火山岩・深成岩・変成岩など
を対象として、岩石の起源を解明し
ます。

■岩石学分野

■鉱物学分野■構造地質学分野
断層や褶曲、あるいは鉱物組成をて
がかりに、地殻で起こる変形につい
て研究しています。どの研究も、日
本の際立った地学的特徴のひとつで
ある地震現象と結びつく研究となっ
ています。

こんな授業があります!
■野外実習Ａ
ハイレベルな地質調査技術の習得を目的とした３年次の実習科
目です。安全面に配慮した計画的な調査を通して、地層からデ
ータを取得する実践力を鍛
えます。数km四方の地域に
わたる地質構造や、地層か
ら読み解ける地史について
プレゼンテーションします。

岩石を鉱物レベルで調べるときの基本的な手法が、偏光顕微鏡
を使った観察・測定です。実習では１人１台の顕微鏡を使って、
基礎の原理から自分で
採取した岩石の鉱物の
同定まで、じっくり学
習していきます。

■岩石学実験Ⅰ

進路として、大学院進学、地質コンサルタント業、地質調査業、建設コンサルタント業、資源・素材系企業（石油・セメント・
金属等）、土木建設業、環境アセスメント業、ジオパークなどに関わる公共機関・博物館などの専門技術職のほか、幅広い分野の
民間企業や公務員・教員・研究者などに実績があります。

【資源・素材】三菱商事石油開発㈱、出光興産㈱、石油資源開発㈱、太平洋セメント㈱、住友大阪セメント㈱、三菱マテリアルテクノ㈱、

クニミネ工業㈱、三井石油開発㈱、日本オイルエンジニアリング㈱

【ゼネコン】日特建設㈱  【建設コンサルタント】応用地質㈱、川崎地質㈱、㈱日さく、八千代エンジニアリング㈱、㈱キタック、㈱興和、

基礎地盤コンサルタンツ㈱、サンコーコンサルタント㈱

■地質学とは？

■お勧めポイントは？

■研究の特徴は？

■教育の特徴は？

↑野外での地質調査実習のひとこま。野外での詳しい観察が、新しい発見に
　つながっていきます。

かんらん岩の偏光顕微鏡写真（北海道） 約4.5億年前の化石密集層（アメリカ）

超大陸の衝突と成長を物語る褶曲（南極）

WEBTwitterYouTube

スペサルティンガーネット（柘榴石）

偏光顕微鏡を用いた実習
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動や変成作用、地球表層の水や空気の流れ、そこに生息する生物の進化・多様性、そし
て断層や褶曲などの地殻変動の跡、など多様な歴史を記録する「過去からの手紙」です。

２つの学修方法（専門力プログラムと総合力プログラム）があります！

地質科学プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

　地質科学専門力プログラムでは、高度な野外調査の方法を習得す
るとともに、地質科学の各分野を総合的かつ体系的に学びます。ま
た、卒業すれば、下の表に示す「育成する技術者像」および「学習
教育・到達目標」に基づく日本技術者教育認定機構（JABEE）の
認定を受けた修了生となり、卒業時に「技術士補」「測量士補」の
国家資格が得られます。
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　綿密な踏査や観察に基づいて、地層・岩石の歴史性の認識や地下構造の三次元
　的な把握ができ、地圏の土木開発・資源開発・防災・環境保全等の分野で、計
　画性・協調性・実行力・倫理観をもって活躍する地質技術者。
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（Ａ）良識ある技術者に必要な人文社会科学・情報科学などの基礎および語学・
　　　コミュニケーション能力を身につける。
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　　　し、説明できるとともに、技術者倫理を身につける。
（Ｅ）野外の地質に関するデータ取得とまとめができる。
（Ｆ）野外の産状に密着した地質学的課題を解決する計画を立案し、複数の解決
　　　策や与えられた制約を考慮したうえで計画的・自主的に情報を取得し、チ
　　　ームでの議論を経て、総合的に解析できる。これらを通じ、デザイン能力
　　　を身につける。
（Ｇ）収集した情報を整理・再構成して自ら表現できる。
（Ｈ）広範な問題解決のために，自然科学の基礎を身につけるとともに、地質科
　　　学の先端のトピックを理解し、説明できる。

■専門力プログラムと技術士資格
　地質科学総合力プログラムでは、他学位プログラム科目を大幅に
取り入れた学習を行うことで、地質学にプラスαの複眼的な視野を
習得します。例えば、生物学分野や自然環境科学分野などの他学位
プログラム科目を並行して学ぶことで、地質学と生物学の両方の知
識を環境問題と結び付けて活用するような、応用力を身につけます。
これにより、地質学以外の素養も重視するような環境アセスメント
業などへの進路が期待できます。また、専門力プログラムと同様
に、卒業時に技術士補の資格を得ることもできます。
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　岩石を解読する知恵の結晶、そして新しい冒険の舞台が、地質学です。何も知らなけ
ればただの「石」や「がけ」が、実は地球の歴史を語る宝庫であると知る驚きが、地質
学の大きな魅力です。高校で地学を履修している必要はまったくありません。岩石鉱物
・化石、地震など、あるいは山・自然への興味が、地質学への良い入り口です。

　鉱物・岩石・地層・化石・断層など、「石」に記録されたあらゆることを対象に、活発
な研究に取り組んでいます。卒業生は、資源探査・開発、土木・建設工事の設計、地震
・火山・地滑りなど自然災害対策の分野の研究者・専門技術者として活躍しています。

　野外実習を重視し、少人数教育できめの細かい指導のもと、地質調査能力の高い人材
の育成を特色とします。専門力プログラムでは，高度な段階まで野外実習を行い、研究
者・技術者としての基礎力を高めます。総合力プログラムでは、他学位プログラム科目
を積極的に学び、学際的な視点からの課題解決能力を伸ばしていきます。

■地層・古生物学分野
地層や付加体、地層に含まれる化石
などを題材に、地球表層の動態を解
き明かす研究を進めています。古生
代から新生代まで幅広い時代の地層
を調査対象とし、大型化石と微化石
のどちらも研究しています。

走査透過電子顕微鏡を駆使した微細
な鉱物の構造の研究を特色にしてい
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も追及します。対象として生体鉱物
（生物が体内に分泌する鉱物）も扱
うことが特徴のひとつです。

火成岩や変成岩が形成される大陸地
殻と海洋地殻を題材に、地球内部で
起こっている物質のふるまいを探求
しています。異なる形成過程を辿っ
てきた火山岩・深成岩・変成岩など
を対象として、岩石の起源を解明し
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断層や褶曲、あるいは鉱物組成をて
がかりに、地殻で起こる変形につい
て研究しています。どの研究も、日
本の際立った地学的特徴のひとつで
ある地震現象と結びつく研究となっ
ています。

こんな授業があります!
■野外実習Ａ
ハイレベルな地質調査技術の習得を目的とした３年次の実習科
目です。安全面に配慮した計画的な調査を通して、地層からデ
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えます。数km四方の地域に
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を使った観察・測定です。実習では１人１台の顕微鏡を使って、
基礎の原理から自分で
採取した岩石の鉱物の
同定まで、じっくり学
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種分化

生態

形態 分子

適応進化

分類

気圏、水圏、
地圏、生物圏

自然環境 物理・化学
保全

前世紀は環境に対して負の側面？
今、何をすべき？

影響

伊豆大島での火山地質
調査

イオンクロマトグラフィーに
よる酸性雨の分析

天然水中に存在する
超微量成分の蛍光分析

大気海洋システム研究
室では、UNIX環境にお
けるプログラミング、高
層天気実況図及び予報
図を用いた気象解析の
技術が身に付きます。

山岳環境研究室では、
研究を通して、山岳調
査の方法、GISやリモー
トセンシングの技術を修
得でき、GIS学術士を取
得できます。

－気圏・水圏・宇宙における原子・分子・元素の 
　反応や循環を調べる。
－汚染物質の地球表層へのインパクトを調べる。
－環境水の信頼できる分析法を生み出す。

環境生物学分野では、生物学プログラムでは学
ぶことのできない、野外生物の分布や生態、生物
の多様性や進化について学ぶことができます。

多様性進化

新潟沖日本海でのカゴ網を
使った海産底生動物の採集

五十嵐浜での海浜
植物調査
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自然環境科学のすすめ

こんな研究をしています!

■自然環境科学とは？

理学の基礎学力を身につけ、地球科学、環境生物学、物質科学に関する講義や実験、
フィールドの授業を通して、自然環境を多角的に捉える能力を養おう！

自然環境を多角的視点で捉える！
https://www.sc.niigata-u.ac.jp/environment/
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自然環境科学プログラム修了者の
進路と就職先の例

課題研究

就職先の例（順不同）

これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

■お勧めポイントは？
 自然の仕組みを地球科学、環境生物学、物質科学といった専門分野において学び研究することができます。課題研究（卒業研究）では、少人数での密
接な指導を通して個別のテーマで研究を行います。

■研究の特徴は？
　本プログラムでは、地球科学、環境生物学、物質科学の専門分野の教育・研究を複数の教員が協同して遂行します。地球環境科学、環境生物学、物質
循環科学の3つの教育・研究分野があり、4年次にはいずれかの分野に所属して課題研究を行います。

■教育の特徴は？
　豊かな自然観を養うために、物理・化学・生物・地学の様々な分野の実習や実験科目を履修できます。人間生活や産業活動と密接に関連した経済学・
法学などの環境社会学も学びます。

　地球環境科学分野では，気象・大気・海
洋・山岳・雪氷・火山などを対象とした研究
を行っています。現地調査や調査・観測デー
タの解析、理論・数値シミュレーションなど
の手法を駆使して、自然現象の発生メカニズ
ムや災害の危険度評価・対策技術の検討に取
り組んでいます。研究対象は、豪雨・豪雪・
竜巻・突風など新潟地域の極端気象や大陸～
全球スケールの大気海洋大循環、アジア山岳
地域（天山山脈、ヒマラヤ、日本アルプスな
ど）の山岳氷河や山岳永久凍土、豪雪・雪
崩・雪泥流・融雪・着雪等による雪氷災害、
地球上・外の火山噴火・地形など多岐に渡り
ます。
・山岳環境研究室（地形・GIS）
・大気海洋システム研究室（気象）
・雪氷学研究室（雪氷）
・惑星火山研究室（惑星・火山）
・気候物理学研究室

■地球環境科学分野
　生物の多様性を理解し、生物がどのように
環境に適応しながら分化し、進化してきたの
かを明らかにする研究を行っています。細胞
生物学、発生生物学、分類学、生態学を専門
とする教員がいて、環境適応に関わる細胞内
小器官の相互作用解析、魚類の形態進化やゲ
ノム進化の研究、植物と昆虫の種間相互作用
の解析、海産動物の生態や形態の解析、藻類
の細胞やオルガネラの増殖機構の解析などを
行っています。
・無脊椎動物学研究室
・細胞機能形態学研究室
・動物進化発生学研究室
・植物生態学研究室
・生体分子解析学研究室
・藻類細胞進化学研究室
・進化多様性生物学研究室

■環境生物学分野
　4つの研究室の教員が協力し、気圏・水圏
・地圏における超微量成分の分布や循環に関
する分析化学的研究、環境汚染物質の化学的
変化や、 大気組成原子分子の反応素過程や
エネルギー状態の解明、 また宇宙空間にお
ける分子の化学進化などの実験的・観測的な
国際研究に取り組んでいます。

・環境分析化学研究室
・海洋地球化学研究室
・宇宙物質進化研究室・実験グループ 
・宇宙物質進化研究室・観測グループ 

保全・共生に関わる物質科学の探究は、私達の
分野ならではの取り組みです！

■物質循環科学分野

こんな授業があります!こんな授業があります!
■古環境学
過去は未来への鍵である。過去の地球史イベントの発生機構や過
程を調べることで現在の地球の成り立ちを理解し、未来におこる
現象を予測することができます。本講義では、氷期・間氷期サイ
クル、とくに最終氷期～現在の期間に焦点をあて、気候学、海洋学、
地形・地質学のそれぞれの立場から最新のデータを用いて解説し、
現在の環境がつくられた過程と仕組みを学びます。

■エネルギー物質科学
大気中二酸化炭素濃度上昇による地球温暖化は、喫緊に解決すべ
き環境問題です。この問題解決には、再生可能エネルギーの開発、
エネルギー利用計画の最適化、さらに国家のエネルギーセキュリ
ティー戦略をふくむ総合的な考察が必要です。講義では、IPCC
評価報告書の解説、エネルギー変換に関する物理化学の基礎講義
をもとに、受講生各自の発想にもとづくエネルギー問題解決の提
言発表をおこないます。

■適応生物学
生物は、様々な環境下に適応しながら進化を続けています。この
講義では、水中生活を捨てて地上に進出し、多様に進化してきた
動物と植物が、乾燥や熱、強い光、他の生物からの食害や病原菌
などの環境から受ける様々なストレスに対して、どのように細胞
内に情報を伝達し、どのような方法で順応し、適応する能力を身
につけているのかを学びます。

　卒業生は、自然環境と人間の好ましい共存関係を探求する人材とし
て、新エネルギー開発に携わる人、災害や環境汚染問題に取り組む人、
生物の保護や環境保全に関わる人、および、環境施策に関わる人など、
さまざまな分野で活躍しています。また、卒業生の約半数は新潟大学
等の大学院に進学し、より高度な研究に携わっています。

　４年次に取り組む課題研究では、これまでの講義で修得し
た知識や手法を、実際の課題に適用することにより、それら
を確実に自分のものとし、研究活動を通して得られた成果を
まとめ卒業論文を仕上げます。年度末におこなう課題研究の
発表会でその成果を発表します。

新潟県庁、福島県庁、群馬県庁、山形県庁、那珂市、温海町、国土交通省、
労働基準監督局、新潟県立自然科学館、新潟県森林組合連合会、下越総
合健康開発センター、三重県警察、JA伊達みらい、JA食品、北陸ガス、鈴与
商事、JR東日本、日立ソリューションズ東日本、北日本新聞社、応用地質、日
本郵政、アジア航測、朝日航洋、ブルボン、亀田製菓、ナミックス

進学先の例（順不同）
新潟大学大学院、神戸大学大学院、北海道大学大学院、名古屋大学大学院

新潟発祥の多様な模様の錦鯉 自然環境科学実験 C2 の様子

クラミドモナス（緑藻）の電子顕微鏡観察 単細胞紅藻の

古環境学の授業の様子 多様な星間分子に包まれた生まれた
ばかりの星の想像図

　自然環境の仕組みや変動を解き明かすには、自然現象を理学の多角的な視点から総合的に捉える能力が不可欠です。本プログラムでは、物理学、
化学、生物学、地学の基礎を身につけた上で、自然環境を理解する上で重要となる地球科学、環境生物学、物質科学などを学ぶカリキュラムが組まれ
ています。また、豊かな自然観を養うために、様々な分野の実習や実験科目を履修し、環境社会学も学びます。これらを通して、自然環境での様々な現
象の解明に向けて新たな理学的発想で探求できる人材や、生態系や環境保全の方面で活躍できる人材を育成します。

課題研究発表会口頭発表課題研究発表会ポスター発表

白馬大雪渓でのドローン
による空中写真測量

那須岳における雪崩災害調査 胚サンプルを得るために、
熱帯魚を繁殖飼育

極低エネルギー領域での
多価イオン衝突反応実験

海水中元素同位体の
化学分析の様子

WEB

生物はさまざまな環
境に、どのような仕
組みで適応してい
るのでしょう？

生物は競争したり
共存したりしながら、
どのように生き延び
ているのでしょう？

生物のさまざまな
形態は、どのように
して作られるので
しょう？

まだよくわかってい
ない生物の、種類
や形や生態を調べ
てみよう！

Cyanidioschyzon merolae
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生態

形態 分子

適応進化
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気圏、水圏、
地圏、生物圏
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前世紀は環境に対して負の側面？
今、何をすべき？

影響

伊豆大島での火山地質
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よる酸性雨の分析

天然水中に存在する
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層天気実況図及び予報
図を用いた気象解析の
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山岳環境研究室では、
研究を通して、山岳調
査の方法、GISやリモー
トセンシングの技術を修
得でき、GIS学術士を取
得できます。

－気圏・水圏・宇宙における原子・分子・元素の 
　反応や循環を調べる。
－汚染物質の地球表層へのインパクトを調べる。
－環境水の信頼できる分析法を生み出す。

環境生物学分野では、生物学プログラムでは学
ぶことのできない、野外生物の分布や生態、生物
の多様性や進化について学ぶことができます。

多様性進化

新潟沖日本海でのカゴ網を
使った海産底生動物の採集

五十嵐浜での海浜
植物調査
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自然環境科学プログラム修了者の
進路と就職先の例

課題研究

就職先の例（順不同）

これらのほかにも魅力的な授業科目がたくさんあります！ 詳しくは理学部のホームページへ

■お勧めポイントは？
 自然の仕組みを地球科学、環境生物学、物質科学といった専門分野において学び研究することができます。課題研究（卒業研究）では、少人数での密
接な指導を通して個別のテーマで研究を行います。

■研究の特徴は？
　本プログラムでは、地球科学、環境生物学、物質科学の専門分野の教育・研究を複数の教員が協同して遂行します。地球環境科学、環境生物学、物質
循環科学の3つの教育・研究分野があり、4年次にはいずれかの分野に所属して課題研究を行います。

■教育の特徴は？
　豊かな自然観を養うために、物理・化学・生物・地学の様々な分野の実習や実験科目を履修できます。人間生活や産業活動と密接に関連した経済学・
法学などの環境社会学も学びます。

　地球環境科学分野では，気象・大気・海
洋・山岳・雪氷・火山などを対象とした研究
を行っています。現地調査や調査・観測デー
タの解析、理論・数値シミュレーションなど
の手法を駆使して、自然現象の発生メカニズ
ムや災害の危険度評価・対策技術の検討に取
り組んでいます。研究対象は、豪雨・豪雪・
竜巻・突風など新潟地域の極端気象や大陸～
全球スケールの大気海洋大循環、アジア山岳
地域（天山山脈、ヒマラヤ、日本アルプスな
ど）の山岳氷河や山岳永久凍土、豪雪・雪
崩・雪泥流・融雪・着雪等による雪氷災害、
地球上・外の火山噴火・地形など多岐に渡り
ます。
・山岳環境研究室（地形・GIS）
・大気海洋システム研究室（気象）
・雪氷学研究室（雪氷）
・惑星火山研究室（惑星・火山）
・気候物理学研究室

■地球環境科学分野
　生物の多様性を理解し、生物がどのように
環境に適応しながら分化し、進化してきたの
かを明らかにする研究を行っています。細胞
生物学、発生生物学、分類学、生態学を専門
とする教員がいて、環境適応に関わる細胞内
小器官の相互作用解析、魚類の形態進化やゲ
ノム進化の研究、植物と昆虫の種間相互作用
の解析、海産動物の生態や形態の解析、藻類
の細胞やオルガネラの増殖機構の解析などを
行っています。
・無脊椎動物学研究室
・細胞機能形態学研究室
・動物進化発生学研究室
・植物生態学研究室
・生体分子解析学研究室
・藻類細胞進化学研究室
・進化多様性生物学研究室

■環境生物学分野
　4つの研究室の教員が協力し、気圏・水圏
・地圏における超微量成分の分布や循環に関
する分析化学的研究、環境汚染物質の化学的
変化や、 大気組成原子分子の反応素過程や
エネルギー状態の解明、 また宇宙空間にお
ける分子の化学進化などの実験的・観測的な
国際研究に取り組んでいます。

・環境分析化学研究室
・海洋地球化学研究室
・宇宙物質進化研究室・実験グループ 
・宇宙物質進化研究室・観測グループ 

保全・共生に関わる物質科学の探究は、私達の
分野ならではの取り組みです！

■物質循環科学分野

こんな授業があります!こんな授業があります!
■古環境学
過去は未来への鍵である。過去の地球史イベントの発生機構や過
程を調べることで現在の地球の成り立ちを理解し、未来におこる
現象を予測することができます。本講義では、氷期・間氷期サイ
クル、とくに最終氷期～現在の期間に焦点をあて、気候学、海洋学、
地形・地質学のそれぞれの立場から最新のデータを用いて解説し、
現在の環境がつくられた過程と仕組みを学びます。

■エネルギー物質科学
大気中二酸化炭素濃度上昇による地球温暖化は、喫緊に解決すべ
き環境問題です。この問題解決には、再生可能エネルギーの開発、
エネルギー利用計画の最適化、さらに国家のエネルギーセキュリ
ティー戦略をふくむ総合的な考察が必要です。講義では、IPCC
評価報告書の解説、エネルギー変換に関する物理化学の基礎講義
をもとに、受講生各自の発想にもとづくエネルギー問題解決の提
言発表をおこないます。

■適応生物学
生物は、様々な環境下に適応しながら進化を続けています。この
講義では、水中生活を捨てて地上に進出し、多様に進化してきた
動物と植物が、乾燥や熱、強い光、他の生物からの食害や病原菌
などの環境から受ける様々なストレスに対して、どのように細胞
内に情報を伝達し、どのような方法で順応し、適応する能力を身
につけているのかを学びます。

　卒業生は、自然環境と人間の好ましい共存関係を探求する人材とし
て、新エネルギー開発に携わる人、災害や環境汚染問題に取り組む人、
生物の保護や環境保全に関わる人、および、環境施策に関わる人など、
さまざまな分野で活躍しています。また、卒業生の約半数は新潟大学
等の大学院に進学し、より高度な研究に携わっています。

　４年次に取り組む課題研究では、これまでの講義で修得し
た知識や手法を、実際の課題に適用することにより、それら
を確実に自分のものとし、研究活動を通して得られた成果を
まとめ卒業論文を仕上げます。年度末におこなう課題研究の
発表会でその成果を発表します。

新潟県庁、福島県庁、群馬県庁、山形県庁、那珂市、温海町、国土交通省、
労働基準監督局、新潟県立自然科学館、新潟県森林組合連合会、下越総
合健康開発センター、三重県警察、JA伊達みらい、JA食品、北陸ガス、鈴与
商事、JR東日本、日立ソリューションズ東日本、北日本新聞社、応用地質、日
本郵政、アジア航測、朝日航洋、ブルボン、亀田製菓、ナミックス

進学先の例（順不同）
新潟大学大学院、神戸大学大学院、北海道大学大学院、名古屋大学大学院

新潟発祥の多様な模様の錦鯉 自然環境科学実験 C2 の様子

クラミドモナス（緑藻）の電子顕微鏡観察 単細胞紅藻の

古環境学の授業の様子 多様な星間分子に包まれた生まれた
ばかりの星の想像図

　自然環境の仕組みや変動を解き明かすには、自然現象を理学の多角的な視点から総合的に捉える能力が不可欠です。本プログラムでは、物理学、
化学、生物学、地学の基礎を身につけた上で、自然環境を理解する上で重要となる地球科学、環境生物学、物質科学などを学ぶカリキュラムが組まれ
ています。また、豊かな自然観を養うために、様々な分野の実習や実験科目を履修し、環境社会学も学びます。これらを通して、自然環境での様々な現
象の解明に向けて新たな理学的発想で探求できる人材や、生態系や環境保全の方面で活躍できる人材を育成します。

課題研究発表会口頭発表課題研究発表会ポスター発表

白馬大雪渓でのドローン
による空中写真測量

那須岳における雪崩災害調査 胚サンプルを得るために、
熱帯魚を繁殖飼育

極低エネルギー領域での
多価イオン衝突反応実験

海水中元素同位体の
化学分析の様子

WEB

生物はさまざまな環
境に、どのような仕
組みで適応してい
るのでしょう？

生物は競争したり
共存したりしながら、
どのように生き延び
ているのでしょう？

生物のさまざまな
形態は、どのように
して作られるので
しょう？

まだよくわかってい
ない生物の、種類
や形や生態を調べ
てみよう！

Cyanidioschyzon merolae
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フィールド科学人材育成プログラムフィールド科学人材育成プログラム こんな研究をしています!

上記のほかにも多くの研究室で多彩な研究活動を行っています。
詳しくはＨＰへ！

Program of Field Research in the Environmental Sciences

Program of Field Research in the Environmental Sciences

フィールド科学のすすめ
■フィールド科学とは？

フィールドに出て、見て、触れて、調べて、野外の課題に
対応できる実践力を身につける！

自然が好きなキミへ。学びの答えは、フィールドにある。

2019

フィールド科学人材育成プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

■お勧めポイントは？
　理学部と農学部のフィールド科学に関する講義を履修できます。フィールドに関する高
度な専門的知識・技術とそれを現場で活用できる実践力を身につけることができます。

■教育の特徴は？
　理学分野における生態学、海洋科学、気象学、地形・地質学等の基礎科学と、農学分野に
おける野生植物・野生動物生態学、森林再生・保全学、砂防学、リモートセンシング等の応
用科学、それに災害復興科学研究所における斜面災害、雪氷防災などの防災学に関する
講義に加えて、佐渡自然共生科学センターの施設である演習林（森林）、朱鷺・自然再生学
研究施設（里山）、臨海実験所（海洋）で実施されるフィールド実習を通して、基礎から応用
にいたる幅広い知識・リテラシーを身につけることができます。

■研究の特徴は？
　理学分野と農学分野、さらに関連する研究所の研究室で研究活動が可能です。佐渡自
然共生科学センター、災害・復興科学研究所との協働体制をとることで、生物や環境の長
期調査・モニタリングを実施できる機会を提供し、より実践的な研究を行います。

こんな授業があります!

　卒業後は、フィールドで課題を解決できる実践力を生かして、国内外のさまざまな分野で活躍することが期待されています。
さらに研究活動を継続したい学生は、新潟大学大学院に進学することにより特色ある最先端のフィールド科学研究に取り組むこ
とができます。 

一般企業：環境・建設・水産コンサルタント、環境アセスメント、グリーンインフラ関連技術者、航測関係企業、造園・緑化関係企業、
　　　　　　　　　自然保護NPO、報道機関、エコツアーガイド、山岳ガイド、学芸員（博物館・植物園） など
公 務 員：国土地理院、防災科学研究所、国際協力機構(JICA)、環境省、国土交通省、気象庁、水産庁など

進学先の例（順不同）
新潟大学大学院、東京大学大学院、京都大学大学院、東京農工大学大学院、九州大学大学院など

　本プログラムは、理学部と農学部の教員が協働で授業や実習を担当する新しい学部横断型プログラムで、「生態学」・「環境動態」・「災害科学」の3つ
の柱からなります。「生態学」は生態・森林再生・保全学、「環境動態」は海洋・気象学、地形・地質学、「災害科学」は自然災害科学・砂防学・防災学などがあ
り、これらをまたがる多彩なフィールド科学分野の講義および実習科目を用意しています。これらの豊富な科目群の学修やフィールドでの実習体験を
通して、野外の様々な場面での問題解決に必要な科学的知識と実践的な技術を身につけます。

WEB

五十嵐浜での海浜植物スナビキソウの地下茎の調査

■植物生態学研究室
　野外に生育する植物を対象に、植物の
生き方（生活史） や環境への適応を明ら
かにする研究を行っています。また、植
物と昆虫の「食う一食われる」の関係に
着目し、植物の被食防衛戦略の多様性や、
植物一昆虫間の相互作用の形成・維持メ
カニズムや他の生物への影響を調べてい
ます。

インド洋における船上での海洋観測

■海洋地球化学研究室
　海洋で起こる様々なプロセスや海洋の
状態を調べるために、海水中に存在する
微量元素とその同位体に着目した観測・
分析・解析的な研究を行っています。研
究室のメンバーと共に海洋の新発見をな
したいと考えています。海洋の化学は炭
素循環や気候変動とも密接に関係する重
要な学問分野です。

北アルプス、杓子沢氷河での現地調査

■山岳環境研究室
　天山山脈、ヒマラヤ、日本アルプス、
新潟の山地や丘陵を対象に、現地調査・
観測、GIS 、衛星画像解析の手法を用い
て、山岳氷河や山岳永久凍土の雪氷圏変
動や、氷河湖決壊洪水や斜面崩壊（落石
や崩落）による地形災害など、山岳地域
で現在起きている事象について研究して
います。

柏崎市上空の気象を観測するラジオゾンデ放球の様子

■大気海洋システム研究室
　豪雨豪雪・竜巻突風など新潟地域の極
端気象から、大陸～全球スケールの大気
海洋大循環まで、観測・データ解析をは
じめ理論・数値シミュレーションなど多
様な研究手法を用いて、グローバル・ロー
カル双方の視点から、大気や海洋のさま
ざまな謎に取り組む研究室です。

アイスランドでの火山地質調査

■惑星火山研究室
　火山は火星など太陽系の全ての固体惑
星に存在します。これら地球外の火山を
研究対象とすることで、重力や大気など
地球固有の条件に依らない普遍化された
火山学、惑星火山学への新局面を切り開
くことが可能となります。本研究室では、
リ モ ー ト セ ン シ ン グ デ ー タ の 解 析 や
フィールド調査、室内実験などを通して、
惑星火山の形成メカニズム解明や表層環
境の推定に取り組んでいます。

佐渡達者湾における調査船を用いた 海洋生物調査

■臨海実験所
　豊かな自然環境と生物相が残る佐渡島
をフィールドとして、海や河川に生息す
るさまざまな生物の生態や生理、行動の
多様性とその進化的意義について研究し
ています。フィールド調査や採集から個
体レベルの生物実験、細胞・分子レベル
の解析まで最新の手法を用いて研究して
います。

地図の読図の練習

野営の練習

懸垂下降
（壁をザイルを使って降りる）

雪崩発生時の捜索体験

砂浜海岸での生物採集
福島潟でバードウォッチング

海岸林を利用している鳥類に
ついて説明

海洋生物の分類と同定

立山巡検 浅間山の巡検

理学部と農学部の教員が協働でおこなう特色ある授業構成（詳しくは理学部HPへ！）

砂防施設の見学

土石流発生の可能性がある渓流での調査

様々な植物の生態を自分の目で観察します

災害科学環境動態生態学

農学部

●　理学部と農学部の学生が共に学ぶ
●　基礎から応用まで幅広く学ぶ

生態学
多様性生物学a
水圏生態学
系統動物学

etc.

海洋化学
気象解析実習

フィールド惑星科学概論
寒冷地形学
古環境学

etc.

環境砂防学
雪氷防災学

グローバル防災・復興学
斜面災害論

etc.

フィールド科学人材育成プログラム

フィールド安全論、フィールドワーカーのためのリスクマネジメント実習 地形フィールド実習 地質フィールド実習

野生植物生態学実習 臨海実習Ⅰ 生態系管理演習及び実習 防災系演習及び実習

理学部
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フィールド科学人材育成プログラムフィールド科学人材育成プログラム こんな研究をしています!

上記のほかにも多くの研究室で多彩な研究活動を行っています。
詳しくはＨＰへ！

Program of Field Research in the Environmental Sciences

Program of Field Research in the Environmental Sciences

フィールド科学のすすめ
■フィールド科学とは？

フィールドに出て、見て、触れて、調べて、野外の課題に
対応できる実践力を身につける！

自然が好きなキミへ。学びの答えは、フィールドにある。

2019

フィールド科学人材育成プログラム修了者の進路と就職先の例

就職先の例（順不同）

■お勧めポイントは？
　理学部と農学部のフィールド科学に関する講義を履修できます。フィールドに関する高
度な専門的知識・技術とそれを現場で活用できる実践力を身につけることができます。

■教育の特徴は？
　理学分野における生態学、海洋科学、気象学、地形・地質学等の基礎科学と、農学分野に
おける野生植物・野生動物生態学、森林再生・保全学、砂防学、リモートセンシング等の応
用科学、それに災害復興科学研究所における斜面災害、雪氷防災などの防災学に関する
講義に加えて、佐渡自然共生科学センターの施設である演習林（森林）、朱鷺・自然再生学
研究施設（里山）、臨海実験所（海洋）で実施されるフィールド実習を通して、基礎から応用
にいたる幅広い知識・リテラシーを身につけることができます。

■研究の特徴は？
　理学分野と農学分野、さらに関連する研究所の研究室で研究活動が可能です。佐渡自
然共生科学センター、災害・復興科学研究所との協働体制をとることで、生物や環境の長
期調査・モニタリングを実施できる機会を提供し、より実践的な研究を行います。

こんな授業があります!

　卒業後は、フィールドで課題を解決できる実践力を生かして、国内外のさまざまな分野で活躍することが期待されています。
さらに研究活動を継続したい学生は、新潟大学大学院に進学することにより特色ある最先端のフィールド科学研究に取り組むこ
とができます。 

一般企業：環境・建設・水産コンサルタント、環境アセスメント、グリーンインフラ関連技術者、航測関係企業、造園・緑化関係企業、
　　　　　　　　　自然保護NPO、報道機関、エコツアーガイド、山岳ガイド、学芸員（博物館・植物園） など
公 務 員：国土地理院、防災科学研究所、国際協力機構(JICA)、環境省、国土交通省、気象庁、水産庁など

進学先の例（順不同）
新潟大学大学院、東京大学大学院、京都大学大学院、東京農工大学大学院、九州大学大学院など

　本プログラムは、理学部と農学部の教員が協働で授業や実習を担当する新しい学部横断型プログラムで、「生態学」・「環境動態」・「災害科学」の3つ
の柱からなります。「生態学」は生態・森林再生・保全学、「環境動態」は海洋・気象学、地形・地質学、「災害科学」は自然災害科学・砂防学・防災学などがあ
り、これらをまたがる多彩なフィールド科学分野の講義および実習科目を用意しています。これらの豊富な科目群の学修やフィールドでの実習体験を
通して、野外の様々な場面での問題解決に必要な科学的知識と実践的な技術を身につけます。

WEB

五十嵐浜での海浜植物スナビキソウの地下茎の調査

■植物生態学研究室
　野外に生育する植物を対象に、植物の
生き方（生活史） や環境への適応を明ら
かにする研究を行っています。また、植
物と昆虫の「食う一食われる」の関係に
着目し、植物の被食防衛戦略の多様性や、
植物一昆虫間の相互作用の形成・維持メ
カニズムや他の生物への影響を調べてい
ます。

インド洋における船上での海洋観測

■海洋地球化学研究室
　海洋で起こる様々なプロセスや海洋の
状態を調べるために、海水中に存在する
微量元素とその同位体に着目した観測・
分析・解析的な研究を行っています。研
究室のメンバーと共に海洋の新発見をな
したいと考えています。海洋の化学は炭
素循環や気候変動とも密接に関係する重
要な学問分野です。

北アルプス、杓子沢氷河での現地調査

■山岳環境研究室
　天山山脈、ヒマラヤ、日本アルプス、
新潟の山地や丘陵を対象に、現地調査・
観測、GIS 、衛星画像解析の手法を用い
て、山岳氷河や山岳永久凍土の雪氷圏変
動や、氷河湖決壊洪水や斜面崩壊（落石
や崩落）による地形災害など、山岳地域
で現在起きている事象について研究して
います。

柏崎市上空の気象を観測するラジオゾンデ放球の様子

■大気海洋システム研究室
　豪雨豪雪・竜巻突風など新潟地域の極
端気象から、大陸～全球スケールの大気
海洋大循環まで、観測・データ解析をは
じめ理論・数値シミュレーションなど多
様な研究手法を用いて、グローバル・ロー
カル双方の視点から、大気や海洋のさま
ざまな謎に取り組む研究室です。

アイスランドでの火山地質調査

■惑星火山研究室
　火山は火星など太陽系の全ての固体惑
星に存在します。これら地球外の火山を
研究対象とすることで、重力や大気など
地球固有の条件に依らない普遍化された
火山学、惑星火山学への新局面を切り開
くことが可能となります。本研究室では、
リ モ ー ト セ ン シ ン グ デ ー タ の 解 析 や
フィールド調査、室内実験などを通して、
惑星火山の形成メカニズム解明や表層環
境の推定に取り組んでいます。

佐渡達者湾における調査船を用いた 海洋生物調査

■臨海実験所
　豊かな自然環境と生物相が残る佐渡島
をフィールドとして、海や河川に生息す
るさまざまな生物の生態や生理、行動の
多様性とその進化的意義について研究し
ています。フィールド調査や採集から個
体レベルの生物実験、細胞・分子レベル
の解析まで最新の手法を用いて研究して
います。

地図の読図の練習

野営の練習

懸垂下降
（壁をザイルを使って降りる）

雪崩発生時の捜索体験

砂浜海岸での生物採集
福島潟でバードウォッチング

海岸林を利用している鳥類に
ついて説明

海洋生物の分類と同定

立山巡検 浅間山の巡検

理学部と農学部の教員が協働でおこなう特色ある授業構成（詳しくは理学部HPへ！）

砂防施設の見学

土石流発生の可能性がある渓流での調査

様々な植物の生態を自分の目で観察します

災害科学環境動態生態学

農学部

●　理学部と農学部の学生が共に学ぶ
●　基礎から応用まで幅広く学ぶ

生態学
多様性生物学a
水圏生態学
系統動物学

etc.

海洋化学
気象解析実習

フィールド惑星科学概論
寒冷地形学
古環境学

etc.

環境砂防学
雪氷防災学

グローバル防災・復興学
斜面災害論

etc.

フィールド科学人材育成プログラム

フィールド安全論、フィールドワーカーのためのリスクマネジメント実習 地形フィールド実習 地質フィールド実習

野生植物生態学実習 臨海実習Ⅰ 生態系管理演習及び実習 防災系演習及び実習

理学部
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管理・共通棟（左）と情報理工棟（右）
[Main Building (left) and lnformation Science and Engineering Building (right) ]

物質生産棟（左）と生命環境棟（右）
[Material Science and Technology Building (left), and Life Science and 
Environmental Science Building (right) ]

理 学 部

理 学 科

大学院自然科学研究科

数　学　プ　ロ　グ　ラ　ム

物 理 学 プ ロ グ ラ ム

化　学　プ　ロ　グ　ラ　ム

生 物 学 プ ロ グ ラ ム

地 質 科 学 プ ロ グ ラ ム

自然環境科学プログラム

フィールド科学人材育成プログラム

博士前期課程 博士後期課程

物質量子科学研究センター

災害・復興科学研究所
環境科学専攻 環境科学専攻

数理物質科学専攻 数理物質科学専攻

生命・食料科学専攻 生命・食料科学専攻

材料生産システム専攻 材料生産システム専攻

電気情報工学専攻 電気情報工学専攻

総合研究棟（環境・エネルギー棟）
[Environmental Science and Energy Science 
University Institute Center]
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佐渡自然共生科学センター
Sado Island Center for Ecological Sustainability

大学院自然科学研究科
Graduate School of Science and Technologyhttps://www.sices.niigata-u.ac.jp

海洋領域/臨海実験所
Sado Marine Biological Station
https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/sadomarine/

森・里・海で
学ぶ自然との共生

　新潟大学佐渡自然共生科学センターは、佐渡島の森里海の連携を科学する３施設からなる総合的な教育・研究センタ
ーです。森林領域の演習林はスギ天然林やその生物多様性を利用した教育研究を、里山領域の朱鷺・自然再生学研究施
設はトキの野生復帰や里山の自然再生を支援する教育研究を、海洋領域の臨海実験所は様々な海岸環境に生息する海
洋生物の多様性と進化に関する教育研究を行っています。また、本センターは、佐渡市と連携して地域貢献を積極的に推
進すると共に、国際連携にも取り組んでいます。

　臨海実験所では、海洋生物の多様性とその成
り立ちを明らかにすることを目指すとともに、理
学部の学部生ならびに自然科学研究科の大学院
生を対象に、海洋と海洋生物についての高度な
知識を持った人材を育成しています。また、教育
共同利用拠点として、国内外の大学から学生を受
け入れて、公開臨海実習や国際臨海実習を実施
しています。臨海実験所には、３名の教員が常駐
し、海洋生物の適応と進化に関する研究を行って
います。

実習調査船アイビスⅡ シュノーケリングによる磯生物の採集 砂浜の生物のドレッジ採集

臨海実験所全景

佐渡島の森里海を活かした教育・研究センター

WEB

WEB

海洋領域

臨海実験所 朱鷺・自然
再生学研究施設 演習林

里山領域 森林領域

　学部卒業後、希望すれば、さらに高度な教育研究へ進むことができます。新潟大学では、理学部・工学部・農学部の上
に位置する区分制大学院、大学院自然科学研究科が設置されています。この大学院は「従来の学問分野にとらわれること
なく、異なる分野の教員が協力しあって教育・研究指導に当たり、高度な専門性の高い研究能力のみでなく、幅広い視野と
創造性豊かな人材の養成を目指す。」との理念で設立されました。 
　博士前期課程（２年）と博士後期課程（３年）にそれぞれ５専攻を設け、学部と大学院の連携にも配慮して、大学院に
おける5年一貫の教育研究体制を整えています。前期課程を修了すると修士の学位が、後期課程を修了すると博士の学位
が授与されます。
　令和8年度より総合学術研究科（仮称）へ改組予定です。※本計画は、文部科学省大学設置・学校法人審議会の審査の
結果によって確定するものであり、変更の可能性があります。

大学院授業の先取り履修制度など、大学院課程と連携した教育を充
実し、専門力と課題解決力を身につけた理系人材を育成します。 

理学部と大学院との連携による
教育カリキュラム
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Message

　私（写真右）は現在、大学院博士後期課程で偏微分方程式の研
究をしています。偏微分方程式とは、流体の動きや熱の伝わり
方、波の広がりなどを記述する数学の分野で、物理学や工学、生
物学など様々な分野と関わっています。
　大学生活の魅力は、講義や研究だけでなく、仲間との交流もた
くさんあることです。理学に興味を持つ友人たちと、数学や科学
の面白さについて議論したり、時には研究室の仲間と共に問題を
解決したりすることは、学びをより充実したものにしてくれま
す。また、所属している研究室では、毎週のゼミナールが終わっ
た後に、みんなでご飯を食べに行ったり、お酒を飲みに行ったり
するなど、学問以外の楽しみもたくさんあります。さらに、大学
生活ではサークルや部活動、アルバイトなども行うことができま
す。研究や学業に励みながらも、自由な時間を活用して色々な活
動を行うことができるのも、大学ならではの魅力です。
　理学部での学びは、知的な刺激にあふれ、多くの可能性を広げ
てくれます。みなさんが理学の世界で自分なりの探究を深め、充
実した大学生活を送れることを心より願っています。

数学プログラム

江幡　隆典

令和６年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士後期課程
数理物質科学専攻　修了

2423

日本学術振興会　特別研究員

　私は６年間、新潟大学で数学を学んできました。これから数学
を志す方々に私なりのアドバイスを送らせていただきます。まず
皆さんは数学がお好きでしょうか？おそらくは好きだからこそ大
学に進学後も数学を続けようと考えているのでしょう。しかし、
大学以降の数学は今までとは勝手の違うことが多く、戸惑うこと
がたくさんあると思います。今一度なぜ数学が好きなのか、その
気持ちをこれからも持ち続けられるのかを、よく情報収集をしな
がら考えてみてください。
　次に、大学では同期や先輩そして先生と、様々な数学観を持っ
た人に出会えます。自分の気持ちを大切にしつつ、そういった人
の考え方、取り組み方は大いに参考にしてほしいと思います。そ
こからは多くの気づきと成長が得られるはずです。むかしの自分
にこの点を口酸っぱく伝えてあげたいくらい大切なことだと思っ
ています。
　あとは存分に数学を楽しんでほしいです。きっとその気持ちに
周りも応えてくれるはずなので、どんどん周りを巻き込んでいっ
てください。教え、教わり、数学を通じたコミュニケーションを
楽しんでいただきたいです。
　みなさんが楽しくも実りの多い大学生活が送れることを願って
います。

数学プログラム

髙橋　和暉

令和５年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
数理物質科学専攻　修了

ブリヂストンソフトウェア株式会社 勤務

　私は高校時代に全科目の中で最も興味があった物理学を大学で
深く学んでみたいと思ったことから、理学科物理学プログラムに
所属することを決心し、新潟大学理学部へ進学しました。しかし、
入学したばかりの頃は、大学で学ぶ物理学が高校時代に学んだ物
理学とは全く異なる学問のように感じることが多々あり、このま
ま大学物理の勉強を続けることができるのかと不安に襲われるこ
とも少なくありませんでした。そんな中でも、諦めずに教科書を
熟読したり、度々登場する数式の意味を考えたりしながら日々勉
強に励む中で、高校物理とのつながりを見出すことができた時
は、高校物理を学んだ時にはよく理解し切れていなかった事柄の
意味を理解できたことに気づき、嬉しい気持ちになると同時に、
これまで勉強を続けてきて良かったと思うこともとても多かった
です。
　私の大学生活は多くの人々に支えられて成り立っていたと強く
感じます。先述の通り、私は勉強面での不安が強かったですし、
その他にも多くのことで悩みました。そんな時、私はよく誰かに
悩みを聞いてもらっていました。誰かに悩みを聞いてもらうと、
それだけで気持ちが楽になったり、視野が広がって解決のための
様々な選択肢があることに気づいたりします。
　これからも皆さんの学生生活が充実したものになるように願っ
ています。

物理学プログラム 生物学プログラム

山本　唯都

令和６年度卒業

　私は子供のころから宇宙に惹かれて将来は大学に進学しその先
は宇宙物理の研究をすることを夢見て勉学に励み、新潟大学理学
部へと進学しました。
　正直なところ入学する前は物理学に対する意欲でいっぱいでし
た。しかし、入学後は物理学のみならずに様々な…それこそ理学
とは関係のない分野にも触れることが多々ありましたが講義を通
して知見が広まり、自分の世界が変わっていったことを実感しま
した。
　大学４年間を通して学内外でいろいろな経験を積みましたが、
それでも「宇宙物理の研究をする」という当時の夢は変わらず、
むしろ確固たるものとなって大学院進学へと至りました。
　大学、ひいては社会では全員が同じ夢・目標を持つわけではあ
りません。しかし、大学生活の中で同じ夢を持つ人ともしかした
ら出会うこともあるかもしれません。また、４年間を通して変わ
っていくにしても自分自身を見つめ続けることで気づくこともあ
れば、人とのかかわりを通して新しい発見を得られることもあり
ます。そして皆さんの大学生活は皆さん自身の掛け替えのないも
のです。
　大学生活を通して皆さんが進む道を選び切り開くことができる
よう応援しております。

物理学プログラム

尾崎　奨悟

新潟大学大学院
博士前期課程
数理物質科学専攻　在学中

　生物学の捉えどころのない魅力は、私たち自身もまた生物である
ことに由来するのかもしれません。生き物とは何なのか。どのよう
な仕組みで成り立っているのか。どこから来て、どこへ向かうのか。
こうした根源的な問いに、明確な答えはまだありません。しかし、
生物学という「窓」を通して世界を見つめることで、その一端に触
れられる瞬間が訪れるかもしれません。
　２年次の第２学期から生物学プログラムに配属されると、講義や
実習を通じて、生物学の基礎知識や技術、そして科学的な思考力を
養うことができます。４年次には、自ら選んだ研究室で特定の課題
に取り組み、本格的な研究を進めます。元来昆虫好きな私は「超長
寿昆虫」に興味を持ち、そのような生き物を研究できる研究室を選
択しました。
　研究活動は試行錯誤の連続ですが、新たな知見を得る楽しみは何
ものにも代えがたいものです。生物学の魅力は、まだ解明されてい
ないことが無限に広がっていることにあります。教科書に載ってい
る知識はほんの一部にすぎず、自らの手で新たな知を発見できる可
能性があります。それこそが研究の醍醐味であり、好奇心・探究心
こそが研究の原動力になります。ぜひ、自分の興味を大切にし、未
知の世界への扉を開いてください。

坂上　紘也

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
生命•食料科学專攻　在学中

生物学プログラム

　私は生物の発生の仕組みに関心を持ち、本学の理学部に進学しま
した。現在、海産無脊椎動物ウミシダの初期発生について研究を
行っています。
　大学での経験や大学生活の魅力は、多岐にわたる活動や出会いに
あります。大学ではただ単に授業を受けるだけでなく、自分の興味
や関心に合わせてさまざまな活動に参加することができます。私も
大学では、研究を行う中で、発生における遺伝子の相互作用といっ
た自分の興味のある分野を深めることができました。また、学外で
のインターンシップを通じて、社会に貢献することの意義や自己成
長の重要性を学びました。
　さらに、大学生活は自由度が高く、自分の興味や関心に応じてさ
まざまな活動に参加することができます。部活動やサークル、学生
団体など、様々なコミュニティがあり、そこでの活動を通じて新し
い友人や仲間と出会うことができます。私も野鳥観察サークルに所
属しており、活動を通じて仲間との絆を深め、貴重な経験を積むこ
とができました。
　大学は新しい知識やスキルを身につける場だけでなく、人間関係
や自己成長の場でもあります。自分の興味や目標に向かって自由に
活動できる環境がありますので、ぜひ多くの経験を積み、自分自身
を成長させるチャンスを活かしてください。

長部　有沙

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士後期課程
生命・食料科学専攻　在学中

　私は高校時代にやりたいことが明確に決まっていたわけではな
く、多くの学部と迷いましたが純粋に化学そのものを学びたいと
思い理学部に進学しました。化学といっても様々な分野に分かれ
ており、はじめは興味がなかった分野も講義や実験を通して面白
いと感じるようになりました。学部４年生からは研究室に配属さ
れ、研究生活が始まりました。研究はこれまで学んだことを活か
しながらも、まだまだ自分の知らないことが広がっていると実感
できるとても面白い世界です。研究の魅力に取り憑かれ、博士前
期課程修了後も博士後期課程に進学し研究を続けます。大学での
生活は学部の４年と大学院の２年を合わせた６年間、とばかり考
えていた高校時代の自分からは想像もできなかった選択ですが、
大学で化学を学び研究に出会ったからこそ知ることができた世界
に飛び込むことにとてもワクワクしています。
　大学は様々な人に出会い、多くの豊かな経験を積み重ねること
ができる場所です。自分で興味のあることを学び、今後の人生を
自ら選択していくのは簡単なことではありませんが、ぜひいろん
なことに挑戦し楽しんでほしいです。自分のやってみたいことや
進んでみたい道が見つかり、人生の幅が広がると思います。

化学プログラム 化学プログラム

小林　　環

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士後期課程
数理物質科学専攻　在学中

　私の６年間の大学・大学院生活は、非常に充実したものとなり
ました。サークルやアルバイト、趣味など沢山の要素があった大
学生活の中で、一番大きいものはやはり「化学」であったと感じ
ます。
　高校時代に有機化学を学ぶのが好きだったため、大学では深く
考えずに化学を専攻しました。大学の「化学」は高校時代より格
段に難しく、なかなか理解ができずに焦ることも多々ありました。
だからこそ、自分でよく調べ、友人や先生と議論し理解が深まっ
た時には達成感があり、より一層「化学」の楽しさに触れること
ができました。大学４年生からの研究活動を振り返ると、なかな
か研究が進まず苦しいこともありましたが、研究室のメンバーと
夜中まで一緒に研究をしたり、研究室でこっそりパーティーをし
たりなど大切な思い出が沢山あります。本当に楽しくてあっとい
う間の大学生活でした。
　大学生活は学業、部活やサークル、アルバイトや趣味など、全
て自分で選択できます。受験勉強が苦しい、しんどいと感じるこ
とも今後あるでしょう。そんなときには、大学生活をどんな風に
過ごしてみたいか、沢山イメージを膨らませてみてください。あ
なたの大学生活が有意義で素敵な時間になることを願っています。

高野　優衣

令和５年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
数理物質科学専攻　修了

福島県庁化学職 勤務

東亜工業株式会社 勤務
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Message

　私（写真右）は現在、大学院博士後期課程で偏微分方程式の研
究をしています。偏微分方程式とは、流体の動きや熱の伝わり
方、波の広がりなどを記述する数学の分野で、物理学や工学、生
物学など様々な分野と関わっています。
　大学生活の魅力は、講義や研究だけでなく、仲間との交流もた
くさんあることです。理学に興味を持つ友人たちと、数学や科学
の面白さについて議論したり、時には研究室の仲間と共に問題を
解決したりすることは、学びをより充実したものにしてくれま
す。また、所属している研究室では、毎週のゼミナールが終わっ
た後に、みんなでご飯を食べに行ったり、お酒を飲みに行ったり
するなど、学問以外の楽しみもたくさんあります。さらに、大学
生活ではサークルや部活動、アルバイトなども行うことができま
す。研究や学業に励みながらも、自由な時間を活用して色々な活
動を行うことができるのも、大学ならではの魅力です。
　理学部での学びは、知的な刺激にあふれ、多くの可能性を広げ
てくれます。みなさんが理学の世界で自分なりの探究を深め、充
実した大学生活を送れることを心より願っています。

数学プログラム

江幡　隆典

令和６年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士後期課程
数理物質科学専攻　修了

2423

日本学術振興会　特別研究員

　私は６年間、新潟大学で数学を学んできました。これから数学
を志す方々に私なりのアドバイスを送らせていただきます。まず
皆さんは数学がお好きでしょうか？おそらくは好きだからこそ大
学に進学後も数学を続けようと考えているのでしょう。しかし、
大学以降の数学は今までとは勝手の違うことが多く、戸惑うこと
がたくさんあると思います。今一度なぜ数学が好きなのか、その
気持ちをこれからも持ち続けられるのかを、よく情報収集をしな
がら考えてみてください。
　次に、大学では同期や先輩そして先生と、様々な数学観を持っ
た人に出会えます。自分の気持ちを大切にしつつ、そういった人
の考え方、取り組み方は大いに参考にしてほしいと思います。そ
こからは多くの気づきと成長が得られるはずです。むかしの自分
にこの点を口酸っぱく伝えてあげたいくらい大切なことだと思っ
ています。
　あとは存分に数学を楽しんでほしいです。きっとその気持ちに
周りも応えてくれるはずなので、どんどん周りを巻き込んでいっ
てください。教え、教わり、数学を通じたコミュニケーションを
楽しんでいただきたいです。
　みなさんが楽しくも実りの多い大学生活が送れることを願って
います。

数学プログラム

髙橋　和暉

令和５年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
数理物質科学専攻　修了

ブリヂストンソフトウェア株式会社 勤務

　私は高校時代に全科目の中で最も興味があった物理学を大学で
深く学んでみたいと思ったことから、理学科物理学プログラムに
所属することを決心し、新潟大学理学部へ進学しました。しかし、
入学したばかりの頃は、大学で学ぶ物理学が高校時代に学んだ物
理学とは全く異なる学問のように感じることが多々あり、このま
ま大学物理の勉強を続けることができるのかと不安に襲われるこ
とも少なくありませんでした。そんな中でも、諦めずに教科書を
熟読したり、度々登場する数式の意味を考えたりしながら日々勉
強に励む中で、高校物理とのつながりを見出すことができた時
は、高校物理を学んだ時にはよく理解し切れていなかった事柄の
意味を理解できたことに気づき、嬉しい気持ちになると同時に、
これまで勉強を続けてきて良かったと思うこともとても多かった
です。
　私の大学生活は多くの人々に支えられて成り立っていたと強く
感じます。先述の通り、私は勉強面での不安が強かったですし、
その他にも多くのことで悩みました。そんな時、私はよく誰かに
悩みを聞いてもらっていました。誰かに悩みを聞いてもらうと、
それだけで気持ちが楽になったり、視野が広がって解決のための
様々な選択肢があることに気づいたりします。
　これからも皆さんの学生生活が充実したものになるように願っ
ています。

物理学プログラム 生物学プログラム

山本　唯都

令和６年度卒業

　私は子供のころから宇宙に惹かれて将来は大学に進学しその先
は宇宙物理の研究をすることを夢見て勉学に励み、新潟大学理学
部へと進学しました。
　正直なところ入学する前は物理学に対する意欲でいっぱいでし
た。しかし、入学後は物理学のみならずに様々な…それこそ理学
とは関係のない分野にも触れることが多々ありましたが講義を通
して知見が広まり、自分の世界が変わっていったことを実感しま
した。
　大学４年間を通して学内外でいろいろな経験を積みましたが、
それでも「宇宙物理の研究をする」という当時の夢は変わらず、
むしろ確固たるものとなって大学院進学へと至りました。
　大学、ひいては社会では全員が同じ夢・目標を持つわけではあ
りません。しかし、大学生活の中で同じ夢を持つ人ともしかした
ら出会うこともあるかもしれません。また、４年間を通して変わ
っていくにしても自分自身を見つめ続けることで気づくこともあ
れば、人とのかかわりを通して新しい発見を得られることもあり
ます。そして皆さんの大学生活は皆さん自身の掛け替えのないも
のです。
　大学生活を通して皆さんが進む道を選び切り開くことができる
よう応援しております。

物理学プログラム

尾崎　奨悟

新潟大学大学院
博士前期課程
数理物質科学専攻　在学中

　生物学の捉えどころのない魅力は、私たち自身もまた生物である
ことに由来するのかもしれません。生き物とは何なのか。どのよう
な仕組みで成り立っているのか。どこから来て、どこへ向かうのか。
こうした根源的な問いに、明確な答えはまだありません。しかし、
生物学という「窓」を通して世界を見つめることで、その一端に触
れられる瞬間が訪れるかもしれません。
　２年次の第２学期から生物学プログラムに配属されると、講義や
実習を通じて、生物学の基礎知識や技術、そして科学的な思考力を
養うことができます。４年次には、自ら選んだ研究室で特定の課題
に取り組み、本格的な研究を進めます。元来昆虫好きな私は「超長
寿昆虫」に興味を持ち、そのような生き物を研究できる研究室を選
択しました。
　研究活動は試行錯誤の連続ですが、新たな知見を得る楽しみは何
ものにも代えがたいものです。生物学の魅力は、まだ解明されてい
ないことが無限に広がっていることにあります。教科書に載ってい
る知識はほんの一部にすぎず、自らの手で新たな知を発見できる可
能性があります。それこそが研究の醍醐味であり、好奇心・探究心
こそが研究の原動力になります。ぜひ、自分の興味を大切にし、未
知の世界への扉を開いてください。

坂上　紘也

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
生命•食料科学專攻　在学中

生物学プログラム

　私は生物の発生の仕組みに関心を持ち、本学の理学部に進学しま
した。現在、海産無脊椎動物ウミシダの初期発生について研究を
行っています。
　大学での経験や大学生活の魅力は、多岐にわたる活動や出会いに
あります。大学ではただ単に授業を受けるだけでなく、自分の興味
や関心に合わせてさまざまな活動に参加することができます。私も
大学では、研究を行う中で、発生における遺伝子の相互作用といっ
た自分の興味のある分野を深めることができました。また、学外で
のインターンシップを通じて、社会に貢献することの意義や自己成
長の重要性を学びました。
　さらに、大学生活は自由度が高く、自分の興味や関心に応じてさ
まざまな活動に参加することができます。部活動やサークル、学生
団体など、様々なコミュニティがあり、そこでの活動を通じて新し
い友人や仲間と出会うことができます。私も野鳥観察サークルに所
属しており、活動を通じて仲間との絆を深め、貴重な経験を積むこ
とができました。
　大学は新しい知識やスキルを身につける場だけでなく、人間関係
や自己成長の場でもあります。自分の興味や目標に向かって自由に
活動できる環境がありますので、ぜひ多くの経験を積み、自分自身
を成長させるチャンスを活かしてください。

長部　有沙

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士後期課程
生命・食料科学専攻　在学中

　私は高校時代にやりたいことが明確に決まっていたわけではな
く、多くの学部と迷いましたが純粋に化学そのものを学びたいと
思い理学部に進学しました。化学といっても様々な分野に分かれ
ており、はじめは興味がなかった分野も講義や実験を通して面白
いと感じるようになりました。学部４年生からは研究室に配属さ
れ、研究生活が始まりました。研究はこれまで学んだことを活か
しながらも、まだまだ自分の知らないことが広がっていると実感
できるとても面白い世界です。研究の魅力に取り憑かれ、博士前
期課程修了後も博士後期課程に進学し研究を続けます。大学での
生活は学部の４年と大学院の２年を合わせた６年間、とばかり考
えていた高校時代の自分からは想像もできなかった選択ですが、
大学で化学を学び研究に出会ったからこそ知ることができた世界
に飛び込むことにとてもワクワクしています。
　大学は様々な人に出会い、多くの豊かな経験を積み重ねること
ができる場所です。自分で興味のあることを学び、今後の人生を
自ら選択していくのは簡単なことではありませんが、ぜひいろん
なことに挑戦し楽しんでほしいです。自分のやってみたいことや
進んでみたい道が見つかり、人生の幅が広がると思います。

化学プログラム 化学プログラム

小林　　環

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士後期課程
数理物質科学専攻　在学中

　私の６年間の大学・大学院生活は、非常に充実したものとなり
ました。サークルやアルバイト、趣味など沢山の要素があった大
学生活の中で、一番大きいものはやはり「化学」であったと感じ
ます。
　高校時代に有機化学を学ぶのが好きだったため、大学では深く
考えずに化学を専攻しました。大学の「化学」は高校時代より格
段に難しく、なかなか理解ができずに焦ることも多々ありました。
だからこそ、自分でよく調べ、友人や先生と議論し理解が深まっ
た時には達成感があり、より一層「化学」の楽しさに触れること
ができました。大学４年生からの研究活動を振り返ると、なかな
か研究が進まず苦しいこともありましたが、研究室のメンバーと
夜中まで一緒に研究をしたり、研究室でこっそりパーティーをし
たりなど大切な思い出が沢山あります。本当に楽しくてあっとい
う間の大学生活でした。
　大学生活は学業、部活やサークル、アルバイトや趣味など、全
て自分で選択できます。受験勉強が苦しい、しんどいと感じるこ
とも今後あるでしょう。そんなときには、大学生活をどんな風に
過ごしてみたいか、沢山イメージを膨らませてみてください。あ
なたの大学生活が有意義で素敵な時間になることを願っています。

高野　優衣

令和５年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
数理物質科学専攻　修了

福島県庁化学職 勤務

東亜工業株式会社 勤務
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　私は自然豊かな田舎町で育ったことで漠然と「自然環境」に興味
を持ち、本学の理学部に入学・自然環境科学プログラムを選択しま
した。学部４年次からは、海洋中の懸濁粒子態微量元素の分析につ
いて研究を行っています。
　本プログラムの魅力は、物・化・生・地の幅広い知見を身に付ける
ことができる点です。大学で学ぶ理学は高校で学ぶものとは大きく
異なるため、高校生の時は全く興味のなかった分野に興味を持つこ
ともあるし、その逆もあるでしょう。このプログラムでは、海底から
宇宙まであらゆる自然現象を学ぶことができるため、視野を狭めず
に理学の全体を俯瞰し、その上で自身が本当にやりたい学問を追求
できる環境があります。また、多様なフィールドワークを行えることも
魅力です。研究対象が海外の山岳や海洋であることも珍しくなく、
実際に現地に赴くという貴重な体験をすることができるかもしれま
せん。私自身、これから２か月間の外洋航海を控えており、現在期待
と不安でいっぱいです。
　大学生活はあっという間に過ぎていってしまいます。学業だけでな
くサークルやアルバイトも含め、何か一つでもこれは頑張ったと言え
るものを作れると、大学生活が良い財産になると思います。

自然環境科学プログラム

阿部　遥斗

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中

　皆さんの中には、子供の頃に川や海で面白い形や模様の石を探
したり、図鑑で格好良い恐竜や綺麗な鉱物を眺めたりしたことのあ
る人がいるのではないでしょうか？そんな幼少期の興味を突き詰
めていくうちに「地質」を学びたいと思うようになったひとりが私
です。
　地質科学プログラムでは、３年生までに野外で地質を学ぶ授業が
多く開講されており、地球の成り立ちを広く勉強することができま
す。４年生以降の私は、地下深部でできたグラニュライトという変
成岩を手掛かりに、日本列島の形成過程を解明する研究に取り組み
ました。研究地域はヒグマも生息している北海道の山でしたが、地
元の方々から温かい支援もあり、１人で年２回の調査を行うことが
できました。また、インドで化学分析を学ぶ３か月間の研究留学も
経験しました。先輩や後輩、同級生と交流する機会が多く、悩みや
研究の相談に乗ってくれる仲間や先生にも恵まれました。このよう
に、自分の好きなことを深く学べた充実した６年間となりました。
　大学では自分でやりたいことを選択できます。単位だけを取って
卒業することもできますが、ぜひ自分の興味を突き詰め、自分を大
きく成長させられる大学生活にしてくださいね。

地質科学プログラム

福田　倫太郎

令和６年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　修了

　私は、地質科学プログラム目当てで入学した人間ではありません。
高校卒業までに地学を勉強してきた人はそう多くないと思います。
私も、まったく地学に触れることなく生きてきました。
　知らないことを学ぶことが好きな私は、大学に入学して以降、興
味のある講義を手あたりしだいに履修しました。その中で、私にと
って面白い未知の分野が地質学でした。
　地質学と一言で表しているものの、そこには鉱物・岩石・構造・
堆積・古生物・自然災害と様々なテーマが含まれています。他の分
野と同じように、地質学の中にもいろいろな選択肢があり、それぞ
れに未知の世界が広がっています。私自身は、講義や実習を通して
災害科学に興味を持ち、地すべり地形と地下水の関係を明らかにす
る卒業研究に取り組みました。
　少なくとも私は，地質科学プログラムを選択して良かったと思っ
ています。出会う人々も個性豊かで、楽しい日々を送ることができ
ました。入学から２年間、大概がオンライン授業であったため、人
間関係の構築が難しい状況でした。ただでさえ人との関わりを避け
がちな私と仲良くしてくれた方々は、かけがえのない存在です。
　とはいえ、地質科学プログラムを選択すれば充実した大学生活が
保障されるわけではありません。大学生活は、良くも悪くも行動次
第です。せっかくなので、好きに生きましょう。そのうえで地質科
学プログラムを選択してもらえるならば、全力で歓迎します。

地質科学プログラム

清瀬　莉花

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中

　私は教師を目指して大学に入学しました。高校時代、教育学部で
はなく理学部を選んだ理由は他の将来の選択肢も残しておきたい
というもので、あまり積極的なものではありませんでした。しかし、
大学生活を振り返った時に、選択を間違ったと考えたことは一度も
ありません。それほど理学部で学ぶ講義・実習は私にとって新鮮で
面白いものでした。
　私が考える自然環境科学プログラムの魅力は、一つの分野に閉じ
ることなく幅広く学べるということです。その中で、新たに興味を持
てる分野や内容に出会えるかもしれません。私は現在、アフリカの
火山について研究を行っていますが、入学当時は地学分野はまるで
興味の範囲外でした。あるいはプログラミングから室内実験、野外
実習まで様々な研究方法に触れることができるのも魅力かもしれま
せん。冒頭で選択肢という話をしましたが、将来どんな経験が活き
るかもわかりません。色々なことにチャレンジしたい人にはおすすめ
のプログラムです。
　もちろん学業に限らず、サークル、バイト、趣味などで様々な経験
を積むことができると思います。限られた時間で、みなさんが有意
義な大学生活を送れることを願っています。

自然環境科学プログラム

阿部　耕太

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中
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新潟大学理学部

インターンシップの受け入れ科学・技術と社会
理学と社会とのつながりに焦点
をあてた授業です。企業・公的
機関から講師を招き、仕事の内
容を紹介してもらいます。

理学部コロキウム
企業・公的機関から研究者を招き、
最新の研究を話してもらいます。

キャリアフォーラムの企業・公的機関と
の間でインターンシップ実施のための協
力体制を築いています。

キャリアガイダンス
学生と企業・公的機関の担当者の懇談会
では、自由な意見交換をおこなうことに
より、企業・公的機関が身近に感じられ
ます。

50 の企業・公的機関

企業A 企業B 公的機関B

公的機関A 企業C

企業D 企業E 企業F

理学部キャリアフォーラム ～学生のキャリアパス形成を支援する～

Message

　私は高校時代のフィールドワークを通じて、その魅力に強く惹
かれました。その後、進学先を調べる中で「フィールド科学人材
育成プログラム」という魅力的な名前を見つけ、新潟大学で学ぶ
ことを決めました。
　このプログラムでは、生物や災害、気象、地質など幅広い分野
を学べるのが特徴です。入学当初は動物にばかり興味がありまし
たが、生物以外の分野について学ぶことで視野が広がり、今では
自然環境全体に関心を持つようになりました。また、座学だけで
なく野外の実習が多いことも、このプログラムの大きな魅力です。
自分の足で現地に赴き、調査や観察を行うことで得られる知識や
達成感は、教室での学びだけでは得られません。私自身、実習を
通して動物についてより深く知りたいと思い、現在は野外でカエ
ルを追いかけ、その行動を研究しています。研究は大変ですが、
野外調査で自ら収集したデータから新しい発見を得られたときの
喜びや楽しさは格別です。
　大学生活の４年間は、勉強だけでなく多くの経験ができる時間
です。また、自分から行動することでたくさんの道が開かれてい
きます。皆さんの４年間が充実し、素晴らしいものとなることを
心から願っています。

深井　こるり

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中

フィールド科学
人材育成プログラム

　私はもともと生き物が好きで、大学では生き物の研究をしたい
と考えていました。フィールド科学人材育成プログラムでは
フィールド関係の幅広い研究室を選ぶことができ、生き物の研究
をしている研究室が数多くあるため、こちらのプログラムを選び
ました。また、授業や実習では夏季に佐渡で実習を行うこともあ
り、とても楽しかったです。野外での研究に興味はあるけれど何
をやるかは具体的に決まっていない方におすすめです。
　研究活動では野外に出ることもあり、私は大学構内や佐潟で調
査を行いました。野外での調査は天候の兼ね合いもあるため、猛
暑や日本海側の強風、大雪には苦労しました。野外調査や実験は
うまくいくことばかりではないですが、調査地の景色を見たりす
ることでリフレッシュしたりしていました。
　大学生活では授業や研究だけでなく、サークル活動やアルバイ
トなど色々なことをする機会があります。せっかく大学生活を送
るのであれば今しかできないことに挑戦してみるべきだと思いま
す。そのときの経験や出会った仲間が今後の人生にプラスに働く
はずです。皆さんの大学生活がより良いものになるよう願ってい
ます。

掘　　秀成

令和５年度卒業

フィールド科学
人材育成プログラム

栃木県庁林業職 勤務

独立行政法人
エネルギー・金属鉱物資源機構 勤務
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　私は自然豊かな田舎町で育ったことで漠然と「自然環境」に興味
を持ち、本学の理学部に入学・自然環境科学プログラムを選択しま
した。学部４年次からは、海洋中の懸濁粒子態微量元素の分析につ
いて研究を行っています。
　本プログラムの魅力は、物・化・生・地の幅広い知見を身に付ける
ことができる点です。大学で学ぶ理学は高校で学ぶものとは大きく
異なるため、高校生の時は全く興味のなかった分野に興味を持つこ
ともあるし、その逆もあるでしょう。このプログラムでは、海底から
宇宙まであらゆる自然現象を学ぶことができるため、視野を狭めず
に理学の全体を俯瞰し、その上で自身が本当にやりたい学問を追求
できる環境があります。また、多様なフィールドワークを行えることも
魅力です。研究対象が海外の山岳や海洋であることも珍しくなく、
実際に現地に赴くという貴重な体験をすることができるかもしれま
せん。私自身、これから２か月間の外洋航海を控えており、現在期待
と不安でいっぱいです。
　大学生活はあっという間に過ぎていってしまいます。学業だけでな
くサークルやアルバイトも含め、何か一つでもこれは頑張ったと言え
るものを作れると、大学生活が良い財産になると思います。

自然環境科学プログラム

阿部　遥斗

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中

　皆さんの中には、子供の頃に川や海で面白い形や模様の石を探
したり、図鑑で格好良い恐竜や綺麗な鉱物を眺めたりしたことのあ
る人がいるのではないでしょうか？そんな幼少期の興味を突き詰
めていくうちに「地質」を学びたいと思うようになったひとりが私
です。
　地質科学プログラムでは、３年生までに野外で地質を学ぶ授業が
多く開講されており、地球の成り立ちを広く勉強することができま
す。４年生以降の私は、地下深部でできたグラニュライトという変
成岩を手掛かりに、日本列島の形成過程を解明する研究に取り組み
ました。研究地域はヒグマも生息している北海道の山でしたが、地
元の方々から温かい支援もあり、１人で年２回の調査を行うことが
できました。また、インドで化学分析を学ぶ３か月間の研究留学も
経験しました。先輩や後輩、同級生と交流する機会が多く、悩みや
研究の相談に乗ってくれる仲間や先生にも恵まれました。このよう
に、自分の好きなことを深く学べた充実した６年間となりました。
　大学では自分でやりたいことを選択できます。単位だけを取って
卒業することもできますが、ぜひ自分の興味を突き詰め、自分を大
きく成長させられる大学生活にしてくださいね。

地質科学プログラム

福田　倫太郎

令和６年度
新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　修了

　私は、地質科学プログラム目当てで入学した人間ではありません。
高校卒業までに地学を勉強してきた人はそう多くないと思います。
私も、まったく地学に触れることなく生きてきました。
　知らないことを学ぶことが好きな私は、大学に入学して以降、興
味のある講義を手あたりしだいに履修しました。その中で、私にと
って面白い未知の分野が地質学でした。
　地質学と一言で表しているものの、そこには鉱物・岩石・構造・
堆積・古生物・自然災害と様々なテーマが含まれています。他の分
野と同じように、地質学の中にもいろいろな選択肢があり、それぞ
れに未知の世界が広がっています。私自身は、講義や実習を通して
災害科学に興味を持ち、地すべり地形と地下水の関係を明らかにす
る卒業研究に取り組みました。
　少なくとも私は，地質科学プログラムを選択して良かったと思っ
ています。出会う人々も個性豊かで、楽しい日々を送ることができ
ました。入学から２年間、大概がオンライン授業であったため、人
間関係の構築が難しい状況でした。ただでさえ人との関わりを避け
がちな私と仲良くしてくれた方々は、かけがえのない存在です。
　とはいえ、地質科学プログラムを選択すれば充実した大学生活が
保障されるわけではありません。大学生活は、良くも悪くも行動次
第です。せっかくなので、好きに生きましょう。そのうえで地質科
学プログラムを選択してもらえるならば、全力で歓迎します。

地質科学プログラム

清瀬　莉花

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中

　私は教師を目指して大学に入学しました。高校時代、教育学部で
はなく理学部を選んだ理由は他の将来の選択肢も残しておきたい
というもので、あまり積極的なものではありませんでした。しかし、
大学生活を振り返った時に、選択を間違ったと考えたことは一度も
ありません。それほど理学部で学ぶ講義・実習は私にとって新鮮で
面白いものでした。
　私が考える自然環境科学プログラムの魅力は、一つの分野に閉じ
ることなく幅広く学べるということです。その中で、新たに興味を持
てる分野や内容に出会えるかもしれません。私は現在、アフリカの
火山について研究を行っていますが、入学当時は地学分野はまるで
興味の範囲外でした。あるいはプログラミングから室内実験、野外
実習まで様々な研究方法に触れることができるのも魅力かもしれま
せん。冒頭で選択肢という話をしましたが、将来どんな経験が活き
るかもわかりません。色々なことにチャレンジしたい人にはおすすめ
のプログラムです。
　もちろん学業に限らず、サークル、バイト、趣味などで様々な経験
を積むことができると思います。限られた時間で、みなさんが有意
義な大学生活を送れることを願っています。

自然環境科学プログラム

阿部　耕太

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中
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新潟大学理学部

インターンシップの受け入れ科学・技術と社会
理学と社会とのつながりに焦点
をあてた授業です。企業・公的
機関から講師を招き、仕事の内
容を紹介してもらいます。

理学部コロキウム
企業・公的機関から研究者を招き、
最新の研究を話してもらいます。

キャリアフォーラムの企業・公的機関と
の間でインターンシップ実施のための協
力体制を築いています。

キャリアガイダンス
学生と企業・公的機関の担当者の懇談会
では、自由な意見交換をおこなうことに
より、企業・公的機関が身近に感じられ
ます。

50 の企業・公的機関

企業A 企業B 公的機関B

公的機関A 企業C

企業D 企業E 企業F

理学部キャリアフォーラム ～学生のキャリアパス形成を支援する～

Message

　私は高校時代のフィールドワークを通じて、その魅力に強く惹
かれました。その後、進学先を調べる中で「フィールド科学人材
育成プログラム」という魅力的な名前を見つけ、新潟大学で学ぶ
ことを決めました。
　このプログラムでは、生物や災害、気象、地質など幅広い分野
を学べるのが特徴です。入学当初は動物にばかり興味がありまし
たが、生物以外の分野について学ぶことで視野が広がり、今では
自然環境全体に関心を持つようになりました。また、座学だけで
なく野外の実習が多いことも、このプログラムの大きな魅力です。
自分の足で現地に赴き、調査や観察を行うことで得られる知識や
達成感は、教室での学びだけでは得られません。私自身、実習を
通して動物についてより深く知りたいと思い、現在は野外でカエ
ルを追いかけ、その行動を研究しています。研究は大変ですが、
野外調査で自ら収集したデータから新しい発見を得られたときの
喜びや楽しさは格別です。
　大学生活の４年間は、勉強だけでなく多くの経験ができる時間
です。また、自分から行動することでたくさんの道が開かれてい
きます。皆さんの４年間が充実し、素晴らしいものとなることを
心から願っています。

深井　こるり

新潟大学大学院
自然科学研究科　博士前期課程
環境科学専攻　在学中

フィールド科学
人材育成プログラム

　私はもともと生き物が好きで、大学では生き物の研究をしたい
と考えていました。フィールド科学人材育成プログラムでは
フィールド関係の幅広い研究室を選ぶことができ、生き物の研究
をしている研究室が数多くあるため、こちらのプログラムを選び
ました。また、授業や実習では夏季に佐渡で実習を行うこともあ
り、とても楽しかったです。野外での研究に興味はあるけれど何
をやるかは具体的に決まっていない方におすすめです。
　研究活動では野外に出ることもあり、私は大学構内や佐潟で調
査を行いました。野外での調査は天候の兼ね合いもあるため、猛
暑や日本海側の強風、大雪には苦労しました。野外調査や実験は
うまくいくことばかりではないですが、調査地の景色を見たりす
ることでリフレッシュしたりしていました。
　大学生活では授業や研究だけでなく、サークル活動やアルバイ
トなど色々なことをする機会があります。せっかく大学生活を送
るのであれば今しかできないことに挑戦してみるべきだと思いま
す。そのときの経験や出会った仲間が今後の人生にプラスに働く
はずです。皆さんの大学生活がより良いものになるよう願ってい
ます。

掘　　秀成

令和５年度卒業

フィールド科学
人材育成プログラム

栃木県庁林業職 勤務

独立行政法人
エネルギー・金属鉱物資源機構 勤務
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Ｒ7.4.1 現在

募集人員

取得できる
教育職員免許状
・資格

数 字 で 見る 理学部

学生数一覧
学年定員

在　籍　者　数
学　科

200 218 246 240 192 896理　　学　　科

1年 2年 3年 4年 学科計

入学定員学科

学科

前期日程（125人）
学位プログラム

理学科

理学科

200人 85 25 15 30 5

10

7

7

5

5

6

数学プログラム

物理学プログラム

化学プログラム

生物学プログラム

地質科学プログラム

自然環境科学プログラム

フィールド科学人材育成プログラム

後期
日程理数重点選抜 理科重点選抜 野外科学

志向選抜

学校推薦型
選　　　抜

（40人）

総合型
選　抜

教　　授プログラム

7

6

7

4

4

3

2

33

3

8

5

6

5

4

3

34

1

5

1

1

1

1

1

11

11

19

13

11

10

8

6

78

理学部では第3年次編入学の学生募集も行っています。令和元年度から７プログラム別に募集を行っています。募集人員は、次のとおりです。

教員数一覧 准教授・講師 助　教 計

学位プログラム

10数学プログラム、物理学プログラム、化学プログラム、生物学プログラム
地質科学プログラム、自然環境科学プログラム、フィールド科学人材育成プログラム

第3年次編入学

教育職員免許状学　　科

理　学　科

各　種　資　格

中学校1種（数学、理科）
高等学校1種（数学、理科）

学芸員（資格）
危険物取扱者（甲種）（受験資格）
技術士補（資格）（JABEE認定プログラムのみ）
測量士補（資格）
GIS学術士（資格）

 理学部理学科は、7つの学位プログラム（数学、物理学、化学、生物学、地質科学、自然環境科学、フィールド科
学人材育成）からなります。学位プログラムへの所属は２年次１学期終了時点で決定します。
　総合型選抜および一般選抜（前期日程・後期日程）では、学位プログラムにかかわらず、理学科全体で一括して
募集します。
　学校推薦型選抜では、学位プログラムごとに募集します。なお、「フィールド科学人材育成プログラム」の募集は
行いません。
　概ねの募集人員は、次のとおりです。

数 学 プ ロ グ ラ ム

物 理 学 プ ロ グ ラ ム

化 学 プ ロ グ ラ ム

生 物 学 プ ロ グ ラ ム

地 質 科 学 プ ロ グ ラ ム

自然環境科学プログラム

フィールド科学人材育成プログラム

理 学 部 合 計

学部卒業生　民間企業内訳 大学院修了生　民間企業内訳

食品・
飼料 1

繊維・化学・石油 0
電力・ガス 0
印刷・出版 0
運輸・その他 0

金属・機械 2
商業・
サービス 8

情報・通信 15

電気・
精密機械 4

製薬・
医療 1

建設・
建設材料 8

金融・保険 3

教育学習支援 3

教育学習支援 2

金融・保険 3

食品・
飼料 1

電力・ガス 4

製薬・医療 1

金属・機械 8

商業・
サービス 4

印刷・出版 1

情報・通信 11

電気・
精密機械 10

繊維・化学・石油 6

建設・
建設材料 7

運輸・
その他 11

数学
プログラム

化学
プログラム

物理学
プログラム

地質科学
プログラム

自然環境科学
プログラム

フィールド科学
人材育成
プログラム

生物学
プログラム 理学部

令和６年度　理学部卒業生

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

27

9

2

0

0

0

0

0

0

1

4

0

0

1

2

0

2

48

25

0

2

0

0

0

0

1

1

1

4

0

1

0

1

0

1

37

26

0

2

0

0

0

0

2

0

0

5

0

3

1

0

0

2

41

20

0

0

1

0

0

0

0

0

1

1

0

1

0

0

0

0

24

15

1

2

0

0

0

0

1

1

1

1

0

1

1

0

0

0

24

11

0

2

0

0

0

1

2

0

0

0

0

2

0

0

0

2

20

11

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

2

17

135

10

12

1

0

0

1

8

2

4

15

0

8

3

3

0

9

211

民

　間

　企

　業

令和６年度　大学院自然科学研究科（博士前期課程）理学系修了生

民

　間

　企

　業

学　　部 大　学　院

進路状況
数理科学
コース

物理学
コース

化学
コース

基礎生命
科学コース

地球科学
コース

自然システム
科学コース

フィールド
科学コース

自然科学研究科
理学系

10

5

1

1

6

4

1

7

8

10

11

1

4

3

2

11

2

87

2

1

0

0

0

0

0

1

2

0

5

0

0

0

0

1

1

13

3

1

0

0

0

3

0

1

5

7

5

0

0

1

1

0

0

27

2

0

0

0

3

1

0

1

1

3

0

1

0

0

0

4

0

16

1

1

0

1

2

0

1

1

0

0

0

0

3

0

0

2

0

12

2

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

1

1

6

0

2

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

6

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

1

0

1

1

0

2

0

7

数学
プログラム

（数学科）

化学
プログラム

（化学科）

物理学
プログラム

（物理学科）

地質科学
プログラム

（地質科学科）

自然環境科学
プログラム

（自然環境科学科）

フィールド科学
人材育成
プログラム

生物学
プログラム

（生物学科）
理学部

令和５年度　理学部卒業生

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

17

3

3

0

0

1

0

1

1

2

8

0

2

1

0

1

3

43

27

2

1

0

0

0

0

1

0

3

1

0

3

1

0

0

0

39

23

1

2

1

1

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

2

1

33

18

1

4

1

1

0

0

1

0

0

1

0

1

0

0

1

2

31

9

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

1

4

16

10

1

4

0

0

1

0

4

0

0

1

0

1

0

1

0

1

24

5

1

3

0

0

0

0

0

0

0

2

0

1

0

0

0

1

13

109

9

17

2

2

2

0

9

1

6

13

0

9

2

1

5

12

199

民

　間

　企

　業

令和５年度　大学院自然科学研究科（博士前期課程）理学系修了生

民

　間

　企

　業

学　　部 大　学　院 数理科学
コース

物理学
コース

化学
コース

基礎生命
科学コース

地球科学
コース

自然システム
科学コース

フィールド
科学コース

自然科学研究科
理学系

12

9

8

2

7

6

0

14

7

7

11

0

1

1

0

5

7

97

4

3

3

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

0

1

2

17

3

3

0

0

0

3

0

1

1

4

2

0

0

0

0

0

0

17

0

0

1

0

3

2

0

1

3

3

0

0

0

1

0

1

0

15

4

1

0

2

3

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

12

1

1

1

0

1

0

0

4

2

0

0

0

0

0

0

0

2

12

0

1

1

0

0

1

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

1

6

0

0

2

0

0

0

0

8

0

0

2

0

1

0

0

3

2

18
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Ｒ7.4.1 現在

Ｒ7.4.1 現在

募集人員

取得できる
教育職員免許状
・資格

数 字 で 見る 理学部

学生数一覧
学年定員

在　籍　者　数
学　科

200 218 246 240 192 896理　　学　　科

1年 2年 3年 4年 学科計

入学定員学科

学科

前期日程（125人）
学位プログラム

理学科

理学科

200人 85 25 15 30 5

10

7

7

5

5

6

数学プログラム

物理学プログラム

化学プログラム

生物学プログラム

地質科学プログラム

自然環境科学プログラム

フィールド科学人材育成プログラム

後期
日程理数重点選抜 理科重点選抜 野外科学

志向選抜

学校推薦型
選　　　抜

（40人）

総合型
選　抜

教　　授プログラム

7

6

7

4

4

3

2

33

3

8

5

6

5

4

3

34

1

5

1

1

1

1

1

11

11

19

13

11

10

8

6

78

理学部では第3年次編入学の学生募集も行っています。令和元年度から７プログラム別に募集を行っています。募集人員は、次のとおりです。

教員数一覧 准教授・講師 助　教 計

学位プログラム

10数学プログラム、物理学プログラム、化学プログラム、生物学プログラム
地質科学プログラム、自然環境科学プログラム、フィールド科学人材育成プログラム

第3年次編入学

教育職員免許状学　　科

理　学　科

各　種　資　格

中学校1種（数学、理科）
高等学校1種（数学、理科）

学芸員（資格）
危険物取扱者（甲種）（受験資格）
技術士補（資格）（JABEE認定プログラムのみ）
測量士補（資格）
GIS学術士（資格）

 理学部理学科は、7つの学位プログラム（数学、物理学、化学、生物学、地質科学、自然環境科学、フィールド科
学人材育成）からなります。学位プログラムへの所属は２年次１学期終了時点で決定します。
　総合型選抜および一般選抜（前期日程・後期日程）では、学位プログラムにかかわらず、理学科全体で一括して
募集します。
　学校推薦型選抜では、学位プログラムごとに募集します。なお、「フィールド科学人材育成プログラム」の募集は
行いません。
　概ねの募集人員は、次のとおりです。

数 学 プ ロ グ ラ ム

物 理 学 プ ロ グ ラ ム

化 学 プ ロ グ ラ ム

生 物 学 プ ロ グ ラ ム

地 質 科 学 プ ロ グ ラ ム

自然環境科学プログラム

フィールド科学人材育成プログラム

理 学 部 合 計

学部卒業生　民間企業内訳 大学院修了生　民間企業内訳

食品・
飼料 1

繊維・化学・石油 0
電力・ガス 0
印刷・出版 0
運輸・その他 0

金属・機械 2
商業・
サービス 8

情報・通信 15

電気・
精密機械 4

製薬・
医療 1

建設・
建設材料 8

金融・保険 3

教育学習支援 3

教育学習支援 2

金融・保険 3

食品・
飼料 1

電力・ガス 4

製薬・医療 1

金属・機械 8

商業・
サービス 4

印刷・出版 1

情報・通信 11

電気・
精密機械 10

繊維・化学・石油 6

建設・
建設材料 7

運輸・
その他 11

数学
プログラム

化学
プログラム

物理学
プログラム

地質科学
プログラム

自然環境科学
プログラム

フィールド科学
人材育成
プログラム

生物学
プログラム 理学部

令和６年度　理学部卒業生

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

27

9

2

0

0

0

0

0

0

1

4

0

0

1

2

0

2

48

25

0

2

0

0

0

0

1

1

1

4

0

1

0

1

0

1

37

26

0

2

0

0

0

0

2

0

0

5

0

3

1

0

0

2

41

20

0

0

1

0

0

0

0

0

1

1

0

1

0

0

0

0

24

15

1

2

0

0

0

0

1

1

1

1

0

1

1

0

0

0

24

11

0

2

0

0

0

1

2

0

0

0

0

2

0

0

0

2

20

11

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

2

17

135

10

12

1

0

0

1

8

2

4

15

0

8

3

3

0

9

211

民

　間

　企

　業

令和６年度　大学院自然科学研究科（博士前期課程）理学系修了生

民

　間

　企

　業

学　　部 大　学　院

進路状況
数理科学
コース

物理学
コース

化学
コース

基礎生命
科学コース

地球科学
コース

自然システム
科学コース

フィールド
科学コース

自然科学研究科
理学系

10

5

1

1

6

4

1

7

8

10

11

1

4

3

2

11

2

87

2

1

0

0

0

0

0

1

2

0

5

0

0

0

0

1

1

13

3

1

0

0

0

3

0

1

5

7

5

0

0

1

1

0

0

27

2

0

0

0

3

1

0

1

1

3

0

1

0

0

0

4

0

16

1

1

0

1

2

0

1

1

0

0

0

0

3

0

0

2

0

12

2

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

1

1

6

0

2

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

6

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

1

0

1

1

0

2

0

7

数学
プログラム

（数学科）

化学
プログラム

（化学科）

物理学
プログラム

（物理学科）

地質科学
プログラム

（地質科学科）

自然環境科学
プログラム

（自然環境科学科）

フィールド科学
人材育成
プログラム

生物学
プログラム

（生物学科）
理学部

令和５年度　理学部卒業生

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

進学

教員（含む非常勤）

公務員

　　食品・飼料

　　繊維・化学・石油

　　電力・ガス

　　製薬・医療

　　建設・建設材料

　　金属・機械

　　電気・精密機械

　　情報・通信

　　印刷・出版

　　商業・サービス

　　金融・保険

　　教育学習支援

　　運輸・その他

その他

　　　合　計

17

3

3

0

0

1

0

1

1

2

8

0

2

1

0

1

3

43

27

2

1

0

0

0

0

1

0

3

1

0

3

1

0

0

0

39

23

1

2

1

1

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

2

1

33

18

1

4

1

1

0

0

1

0

0

1

0

1

0

0

1

2

31

9

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

1

4

16

10

1

4

0

0

1

0

4

0

0

1

0

1

0

1

0

1

24

5

1

3

0

0

0

0

0

0

0

2

0

1

0

0

0

1

13

109

9

17

2

2

2

0

9

1

6

13

0

9

2

1

5

12

199

民

　間

　企

　業

令和５年度　大学院自然科学研究科（博士前期課程）理学系修了生

民

　間
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法　学　部
経済科学部

人文学部
創生学部
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教育学部

大学会館・第３学生食堂

理学部

農学部

第２学生食堂・厚生センター

工学部

地域共同研究センター

男子寮

女子寮

自然科学研究科

体育館

新大正門
バス停

新潟大学前駅まで
徒歩約20分

内野駅まで
徒歩約15分

新大中門
バス停

新大西門
バス停

理学部

情報理工棟

生命環境棟

教育学部
情報基盤センター

総合教育研究棟
（国際交流センター）

保健管理センター

情報基盤センター

附属図書館

災害・復興科学研究所

物質生産棟

環境エネルギー棟

災害・復興科学研究所

五十嵐キャンパスエリアマップ　　NIIGATA UNIVERSITY AREA MAP

新大入口

新大西門

新潟大学前駅内野駅
学校口

越後線
学校口

ファミリーマートファミリーマート

新潟大学

越後線 至新潟駅

→新潟市街

内野四ツ角

　□新潟空港から新潟駅まで
　　　新潟駅行きエアポートリムジンバス乗車、新潟駅下車（所要時間約25分）。
　□新潟駅から
　　●新潟交通バス利用
　　　新潟駅バスのりば７番発西小針線「（西小針経由）新潟大学行き」又は「新潟大学経由・内野営業所行き」に乗車（所要時間45分）。

「新大西門」で下車徒歩約３分。
　　●JR越後線利用
　　　新潟駅から新潟大学前駅（所要時間22分）下車徒歩約20分、または内野駅（所要時間25分）下車徒歩約15分。

理学部へのアクセス

3029

［サイエンス　ミュージアム］
Science Museum
貴重な鉱物・岩石・化石や生物などの標本
が展示され、各プログラムと臨海実験所の
活動が紹介されています。
開室は毎週火・水・木曜の午前11時～午後
３時でどなたでもご自由にご覧いただけま
す（無料）。

［学生ラウンジ］�Lounge for the Student
休憩やオンライン授業の受講に利用できる
スペースです。

[理学部共通図書室]
Library of the Faculty of Science
主に学生用の専門図書、雑誌を配置しています。

［リフレッシュルーム］　Refresh Room
休憩や昼食、勉強も可能な学生用のスペー
スで、各階に設置されています。

[マルチメディア教室]
Multimedia Computer Room
情報処理教育や情報収集、レポート作成
や実験データの解析を行っています。

理学部の共通施設

事務局

国際交流会館

現代社会文化研究科
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